
「医療と介護の窓 

～みんなで育てよう地域医療～」 

一関市健康づくり課 

資料№５



①毎月第２・４水曜日、午後４時からの「塩竃一常 GET KING!!」の中で午後５時20分頃から約15分番組

②再放送は、放送日の次の日曜日午前９時からの「REFRESH!!」で放送

年
度

放送日 出演者 主な内容

1 12
一関市医療と介護の連携連絡会　幹事長　長澤　茂
（一関中央クリニック　院長）

・医療と介護の連携連絡会の設立背景について
・多職種連携について

2 26
一関市医師会　副会長　中野淳平
（中野内科循環器科クリニック　院長）

・一関市医師会について
・限られた医療資源の上手なかかり方について
・かかりつけ医について

3 12
一関歯科医師会　会長　久保田文吾
（久保田歯科医院　歯科医師）

・一関歯科医師会について
・高齢化に伴う口腔の変化について
・寝たきり者への家庭訪問診療について

4 26
一関薬剤師会　会長　小笠原慈夫
（かたくり薬局　管理薬剤師）

・一関薬剤師会について
・ゲートキーパー養成講座について
・お薬手帳について

5 9
岩手県看護協会一関地区支部　支部長　佐藤信一
（岩手県立南光病院総看護師長）

・看護師の人材育成について
・まちの保健室について

6 23 岩手県立磐井病院　院長　加藤博孝
・適正受診について
・地域医療支援病院について

7 6 岩手県立千厩病院　院長　吉田　徹
・救急医療の実態
・回復リハビリ病棟開設
・漢方外来開設

8 20 一関市病院事業　管理者　佐藤元美
・地域ナイトスクールについて
・藤沢病院を支える会について
・地域包括ケアシステムについて

9 10
岩手県立磐井病院附属花泉地域診療センター
センター長　加藤博孝

・診療体制について
・磐井病院との連携について

10 24
一関在宅緩和支援ネットワーク　ＩＺＡＫ（アイザック）
会長　佐藤隆次

・ＩＺＡＫについて
・在宅緩和ケアについて

11 8
一関西部居宅介護支援事業所協議会
会長　氏家健司

・協議会の活動内容について
・介護支援専門員の業務について
・他職種との連携について

12 22
一関東部地域居宅介護支援事業所協議会
副会長　佐藤義雄

・協議会の活動内容について
・介護支援専門員の役割と今後について

13 12
社会福祉法人一関市社会福祉協議会
在宅福祉課長　村上光一

・地域福祉活動計画について

14 26
両磐ブロック高齢者福祉協議会
会長　熊谷　茂

・協議会の活動内容について
・介護人材の不足について
・防災協定について

15 10
県南広域振興局保健福祉環境部保健福祉環境セン
ター　一関保健所　管理福祉課長　大坊　真紀子

・保健所の業務について
・医療従事者不足と確保の取組について
・出前講座について

16 24
県南広域振興局保健福祉環境部
長寿社会課長　後藤　啓之

・地域包括ケアシステムについて
・在宅医療・医療と介護の連携推進について
・県による介護保険者への支援について

17 14
一関地区広域行政組合　介護保険課
主事　荻荘瑶子

・介護保険の認定
・介護サービスの利用方法について

18 28
一関東部地域包括支援センター
主任主事　鈴木隆稔

・地域包括支援センターの紹介
・包括的支援事業について
・「気づきの通報を受ける仕組み」の活動について

19 11
一関西部地域包括支援センター
主任保健師　高橋　恵

・地域ケア会議について
・認知症サポーター養成講座について
・一関地区認知症の人と家族の会について

20 25 平泉町保健センター　所長　千葉幸一
・在宅医療介護連携推進事業の取組について
・誰でもできる地域医療を支える行動について

21 11
岩手県看護協会立千厩訪問看護ステーション
所長　藤野みどり

・訪問看護の業務について
・訪問看護の利用方法について

22 25
一関市医療と介護の連携連絡会　幹事長　長澤　茂
（一関中央クリニック　院長）

・医療と介護の連携マニュアルについて
・今後の展望について

（職出演当時・敬称略）
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「医療と介護の窓～みんなで育てよう地域医療～」放送実績

地域医療・介護連携推進事業　一関コミュニティＦＭ（ＦＭ あすも）番組
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目        次 

平成25年度 

平成26年２月12日（水）17：20～17：30（塩竃一常 GET KING!!）                   １Ｐ 

（再放送：２月16日（日）9：00～10：00 REFRESH!!） 

第１回放送  一関市医療と介護の連携連絡会 幹事長        

一関中央クリニック 院長   長澤 茂先生 

平成26年２月26日（水）17：20～17：30（塩竃一常 GET KING!!）                   ４Ｐ 

（再放送：３月２日（日）9：10～9：20 REFRESH!!） 

第２回放送  一関市医師会 副会長        

中野内科循環器科クリニック院長  中野淳平先生 

平成26年 3月 12日（水）17：20～17：30（塩竃一常 GET KING!!）                   ８Ｐ 

（再放送：3月 16日（日）9：10～9：20 REFRESH!!） 

第３回放送  一関歯科医師会 会長        

久保田歯科医院医師  久保田文吾先生 

平成26年 3月 26日（水）17：20～17：30（塩竃一常 GET KING!!）                  １２Ｐ 

（再放送：3月 30日（日）9：10～9：20 REFRESH!!） 

第４回放送  一関薬剤師会 会長 

かたくり薬局 管理薬剤師 小笠原慈夫先生 

平成26年度 

放送日：平成26年７月９日（水）17：20～17：30（塩竃一常 GET KING!!）              １６Ｐ 

（再放送：７月13日（日）9：10～9：20 REFRESH!!） 

第１回放送  岩手県看護協会一関地区支部 佐藤信一 支部長 

（岩手県立南光病院 総看護師長） 

放送日：平成26年７月23日（水）17：20～17：30（塩竃一常 GET KING!!）             ２０Ｐ 

（再放送：７月27日（日）9：10～9：20 REFRESH!!） 

第２回放送  岩手県立磐井病院 加藤博孝 院長 

放送日：平成26年８月６日（水）17：20～17：30（塩竃一常 GET KING!!）              ２４Ｐ 

（再放送：８月10日（日）9：10～9：20 REFRESH!!） 

第３回放送  岩手県立千厩病院 吉田 徹 院長 

放送日：平成26年８月20日（水）17：20～17：30（塩竃一常 GET KING!!）             ２８Ｐ 

（再放送：８月24日（日）9：10～9：20 REFRESH!!） 

第 4回放送  一関市病院事業 佐藤元美 管理者 



放送日：平成26年９月10日（水）17：20～17：30（塩竃一常 GET KING!!）             ３３Ｐ 

（再放送：９月14日（日）9：10～9：20 REFRESH!!） 

第 5回放送  岩手県立磐井病院附属花泉地域診療センター 

  加藤博孝 センター長 

放送日：平成26年９月24日（水）17：20～17：30（塩竃一常 GET KING!!）             ３７Ｐ 

（再放送：９月28日（日）9：10～9：20 REFRESH!!） 

第６回放送  一関在宅緩和支援ネットワーク（ＩＺＡK
アイザック

）佐藤隆次 会長 

放送日：平成26年 10月８日（水）17：20～17：30（塩竃一常 GET KING!!）             ４２Ｐ 

（再放送：10月 12日（日）9：10～9：20 REFRESH!!） 

第７回放送  一関西部居宅介護支援事業所協議会 氏家健司 会長 

放送日：平成26年 10月22日（水）17：20～17：30（塩竃一常 GET KING!!）            ４６Ｐ 

（再放送：10月 26日（日）9：10～9：20 REFRESH!!） 

第８回放送  一関東部地域居宅介護支援事業所協議会 佐藤義雄 副会長 

放送日：平成26年 11月12日（水）17：20～17：35（塩竃一常 GET KING!!）            ５０Ｐ 

（再放送：11月 16日（日）9：10～9：25 REFRESH!!） 

第９回放送  社会福祉法人一関市社会福祉協議会 村上光一 在宅福祉課長 

放送日：平成26年 11月26日（水）17：20～17：35（塩竃一常 GET KING!!）            ５５Ｐ 

（再放送：11月 30日（日）9：10～9：25 REFRESH!!） 

第 10回放送 両磐ブロック高齢者福祉協議会 熊谷茂 会長 

放送日：平成26年 12月10日（水）17：20～17：35（塩竃一常 GET KING!!）            ５９Ｐ 

（再放送：12月 14日（日）9：10～9：25 REFRESH!!） 

第 11回放送 県南広域振興局保健福祉環境部一関保健福祉環境センター 

（一関保健所）大坊真紀子 管理福祉課長 

放送日：平成26年 12月24日（水）17：20～17：35（塩竃一常 GET KING!!）            ６３Ｐ 

（再放送：12月 28日（日）9：10～9：25 REFRESH!!） 

第 12回放送 県南広域振興局保健福祉環境部 後藤啓之 長寿社会課長 

放送日：平成27年１月14日（水）17：20～17：35（塩竃一常 GET KING!!）             ６８Ｐ 

（再放送：１月18日（日）9：10～9：25 REFRESH!!） 

第１３回放送 一関地区広域行政組合介護保険課 荻荘瑶子 主事 

放送日：平成27年１月28日（水）17：20～17：35（塩竃一常 GET KING!!）             ７１Ｐ 

（再放送：２月１日（日）9：10～9：25 REFRESH!!） 

第 1４回放送 一関東部地域包括支援センター 鈴木隆稔 主任主事 



放送日：平成27年２月11日（水）17：20～17：35（塩竃一常 GET KING!!）             ７５Ｐ 

（再放送：２月15日（日）9：10～9：25 REFRESH!!） 

第 1５回放送 一関西部地域包括支援センター 高橋 恵 主任保健師 

放送日：平成27年２月25日（水）17：20～17：35（塩竃一常 GET KING!!）             ８０Ｐ 

（再放送：３月１日（日）9：10～9：25 REFRESH!!） 

第 1６回放送 平泉町保健センター 千葉幸一 所長 

放送日：平成27年３月11日（水）17：20～17：35（塩竃一常 GET KING!!）             ８４Ｐ 

（再放送：３月15日（日）9：10～9：25 REFRESH!!） 

第 17回放送 岩手県看護協会立千厩訪問看護ステーション 藤野みどり 所長 

放送日：平成27年３月25日（水）17：20～17：35（塩竃一常 GET KING!!）             ８８Ｐ 

（再放送：３月29日（日）9：10～9：25 REFRESH!!） 

第 18回放送 一関市医療と介護の連携連絡会 幹事長        

一関中央クリニック 院長   長澤 茂先生 
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平成 26 年度地域医療・介護連携推進事業 一関コミュニティＦＭ（ＦＭ あすも）番組 

放送日：平成 26 年 12月 24 日（水）17：20～17：35（塩竃一常 GET KING!!） 

（再放送：12月 28 日（日）9：10～9：25 REFRESH!!） 

「医療と介護の窓～みんなで育てよう地域医療～」 

第12回放送 県南広域振興局保健福祉環境部 後藤啓之 長寿社会課長 

     （聞き手：FMあすも 塩竃一常） 

塩竃 「医療と介護の窓～みんなで育てよう地

域医療～」さあ私たちが住んでいるこの一関市

では、高齢化が進む中、住み慣れた地域で安心

して暮らせるよう、医療から介護への切れ目な

いサービスを目指しています。このコーナーで

は、医療機関や介護施設の役割、またその利用

方法などを医療・介護・福祉の関係者と私たち

市民が、ともに理解、協力することを目的に一

関市健康づくり課の提供でお送りします。さあ

年内最後の「医療と介護の窓～みんなで育てよ

う地域医療～」のコーナーになりました。今日

はですね、県南広域振興局の方をお招きしまし

て地域包括ケアシステムこれを構築するために、 

国ですとか県ですとかいろいろこう取り組んで

いることがあるんですね。更に私たちがそこに

どう関わっていったら良いのかっていう、こう

いったところのお話を伺っていきます。 

塩竃 県南広域振興局保険福祉環境部の後藤

啓之長寿社会課長にお越しいただきました。後

藤さん、今日はよろしくお願します。

後藤 よろしくお願いいたします。

塩竃 さて今日はですね、地域包括ケアシステ

ムその構築に向けてというテーマで皆さんとお

話を伺っていきたいと思います。まずは、その

前段でですね、この地域包括システムを説明し

ていくにあたって、まずひとつ法律ができたと

いうことなんですけれども、ここから後藤さん

教えてください。

後藤 分かりました。本年６月にですね、国会、

この時期に一斉にいろいろな法案が成立する時 

期なんですが、そのひとつとして「医療介護総

合確保推進法」略称なんですが、こういった法

律が公布されました。その背景にございますの

が、戦後間もない昭和 22 年～24 年の３年にわ

たってですね、一斉にお子様がたくさん生まれ

ました。いわゆる「団塊の世代」と呼ばれる方々

なんですが、この方々が 10年後の 2025 年（平

成37年）には皆さん75歳以上となりますので、

高齢者の介護と医療の分野に大きな影響を与え

るということが心配されているということがご

ざいます。 

塩竃 なるほど。日本の中では、将来を見据え

てもちろんいろいろな研究というのはあったん

だと思うんですけれども、私たちの想像をはる

かに越えてですね、つまり、こういったどこの 

国も経験したことがないような、超高齢化と言

いますか、そういう社会が向かっているわけで

すよね。 

後藤 そうですね。人類の進歩にとっては非常

に良いことなんですが、医学医術が進歩します

と、過去昔であれば、そう遠くはない過去なん

ですけれども、病気になれば長くは生きられな

いということがあったと思うんですが、それが

今は比較的完全に治らないとしてもですね生き

ながらえる、何とか自立しながら生活できると

いうことが多くなりまして、ですので病院でそ

れ以上治療ができない、一度退院はしますが、

一度在宅なり施設に入られて生活を続けていく、

まあ高齢者ですからまた病気になって病院に戻

ることがあるかも知れませんが、そういった繰

り返しを重ねながら長寿を全うできるという世
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の中になってきているわけですね。 

塩竃 なるほど。こう年齢を長く、長寿という

のは本当に良いことではもちろんですれども、

そこをより文化的ももちろんですし、いろいろ

健やかに過ごしていただく、そういった方法と

いうのをいろいろと皆さんたちで考えていかな

きゃいけない時代ですよね。

後藤 そうですね。 

塩竃 高齢化のこの現状っていうのを、後藤さ

んに教えていただきたいなと思うんですけれど

も、岩手県全体、それから私たちが住んでいる

この両磐の地域ですね、この辺りの現状ってど

のようになっているんでしょうか。 

後藤 よく言われます高齢化率って言います

のは、65歳以上の高齢者の人口が総人口に占め

る割合のことを言うわけなんですけれども、岩

手県全体では平成 26 年、今年の 10月１日現在

ですと 29.6％、これは一年前に比べますと 0.9

ポイント増えた数字でございます。その中でこ

のアスモさんがあります一関市、それに平泉町

を加えた地域について見ますと、32.6％ですか

ら全県に比べまして、ちょうど３ポイント上

回っている形になりますね。これは、その数値

的だけ言うと分かりづらいものですから、世界

的な基準に当てはめますと、高齢化率が７％を

超えると「高齢化社会」、14％を超えると「高齢

社会」、21％を超えた社会は「超高齢社会」と呼

ばれます。従いまして、この地域については、

その 21％を既に 10 ポイント以上も上回ってい

るわけですから、「超」を何回重ねてもいい位の

高齢社会だということが言えます。 

塩竃 そうなんですね。こういった世界的な基

準というところから照らし合わせて見ると、ま

さにそういった対策というのを本当に急ピッチ

で進めていかなきゃいけないっていうのが分か

りますよね。 

後藤 そうですね。

塩竃 こういった中で公布されたのが、６にで

きた略称ですが「医療介護総合確保推進法」、 

こういったところに基づきまして、今その地域

包括ケアシステムっていうのが、とても大事

だっていうふうに言われているようでして、こ

の言葉自体は何かで皆さん耳にしたことあるか

と思うんですけれども、後藤さん、この地域包

括ケアシステム、今日はですね、これを詳しく

教えていただけますか。 

後藤 分かりました。この一関市、平泉町さん、

地元についてはですね、広域事務組合という両

方の市と町から職員を出して１つの組織がある

んですけれども、そこで３年ごとに介護保険事

業計画というものを作っております。それで今

動いておりますのが４、５、６のこの３年のも

のなんですが、その中について既に地域包括ケ

アという言葉自体は出てきますが、その具体的

なものはまだ緒に就いたばかりで、それは県の

どの地域についてもそうなっております。そこ

に先程の新しい法律ができたものですから、こ

れから来年度以降の３年について具体的に話を

進めていくことになっております。そこで地域

包括ケアシステムというものを、この機会に是

非リスナーの皆さんにはしっかり覚えておいて

いただきたいんですけれども、こういうことに

なります。皆さんが高齢に必ずなりますけれど

も、重度な要介護状態が必要になった場合に、

この住み慣れた一関市、平泉町の地域でですね、

自分らしい暮らしを人生の最期まで続けること

ができるように、医療・介護、さらには予防、

それと生活の基盤になる住まいですね、そこを

含んでさらには見守りや配食といった生活サー

ビスが切れ目なくひとつの地域の中で自分の生

活の場でですね、全部いろいろなサービスが受

けられるような地域での体制づくり、言葉を変

えれば「まちづくり」と言っても良いかと思い

ます。 

塩竃 １つの分野だけではなくって、まち全体

としていろいろなものに取り組んでいく、まあ

包括していくっていうそのシステムのことです

ね。具体的にどういった取り組みがあるのかお

伺いしていきたいんですが。
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後藤 「住まい」というのは、この地域は持ち

家がたぶん多いと思いますので、これまで生ま

れ育った住宅で、そこでいろいろなサービスを

受けられるのが一番よろしいわけなんですが、

なかなか高齢者だけの、あるいは単身だけでの

高齢者になると、そこでは住みづらいというこ

とになれば、有料老人ホームとかですね、あと

はサービス付高齢者向け住宅というのがあるん

ですが、そういったものも含めての住まい、そ

こに住んでれば、あとは外に出掛けることでい

ろいろなイベントがあれば楽しい気持ちで、そ

ういった楽しい気持ちになるというのは予防に

もなります。高齢者は 65歳以上という定義はあ

りますけれども、65 歳になったからと言って、

すぐ皆さんが介護が必要になるわけではありま

せん。８割以上の方は元気高齢者と言われてお

りますので、高齢者は助けられる側という固定

的な考えではなくて、元気な高齢者が、少し弱っ

てきた高齢者を助けるという側になれば、自ら

も元気になって予防に繋がるというのがひとつ

あります。そしてさらには専門性のある医療、

これは在宅医療というのをご存知かと思います

が、住み慣れた住宅に病院まで診療所まで行か

なくてもお医者さんの側から来てくれる看護師

さんが来てくれる、あとは、これは今もあるん

ですけれども、いろいろ介護保険を使ったサー

ビスとして訪問介護、訪問看護、あとは自宅か

ら出かけて行く通所介護といったサービスが既

にございます。さらにそこにボランティアの方

も加わっていただきたいんですが、いろいろな

相談事に応じていただける方、見守っていただ

ける方、民生委員などの方もですね、そういっ

た見守りの中で重要な役割を今でも果たしてい

ただいているんですが、これからもっと元気な

高齢者も含めた形で生活支援といった形でです

ね、皆さん方がこの地域でこぞっていろいろな

職種、立場を超えて、助け合う地域、まちづく

りが重要だということになってまいります。 

塩竃 こういったのをイメージしたものとい

うのが全体的に地域包括ケアシステムと呼ばれ

ているわけですよね。

後藤 そうですね。 

塩竃 今このお話の中では、まだまだこの元気

な高齢者の皆さんのパワーというのも、是非こ

ういったところで、活用していきたいっていう

のもありましたけれども、段々、その年齢が高

くなってくるとですね、介護を必要とする割合

というのはどんどん高くなっていくというとこ

ろもあるかと思うんですけどね 

後藤 そうですね。

塩竃 世の中のその形といいますか、生活のス

タイルであったりとか、いろいろと変わってく

ると昔その介護というところで向かい合ってい

た社会っていう形とはまたちょっと変わってき

たような感じもあるんですよね。 

後藤 ええ。 

塩竃 例えば、おじいちゃんおばあちゃんと一

緒にこれまでは生活していた家族形態というの

がどんどん移り変わって、核家族化といいます

か、一人暮らしの方が多かったり、夫婦だけの

世帯が多くなってくるっていうのがありますけ

れども、そんな中でやっぱりこういった地域の

取り組みといいますか、地域ごとの繋がりって

のは、より必要とされるんでしょうね。 

後藤 そうですね。まあ、一関市、平泉もです

から、一関市だけでも旧市町村単位で見ますと

いろいろな市町村が一緒になって東西に長い圏

域ですので、昔ながらの地縁的な繋がりもござ

いますし、一つの市になっての新しい取り組み

といった福祉の部分での  はあることと思う

んですけども、やはりそこに住む人々は顔なじ

みの方がやはり気心が知れていろいろ頼れる部

分は多いと思うんです。そういった中で高齢者

世帯、65歳以上のいる世帯というのは４世帯に

１つはそういった形で全国的にはなっているん

ですが、一番心配なのが、一人暮らしだけの高

齢者、老人夫婦二人とも 65 歳以上だというよう

な世帯が段々増えつつあるわけなんですね。そ

ういった場合には家族による介護というのはな

かなか難しくて、よく言われます老老介護、両
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方介護が必要になっているような方でもお互い

に助け合わないと施設、例えば特別養護老人

ホームというのは、待機者といわれる方がまだ

まだ多いものですから、皆さん入れるわけでは

ありません。ですから地域で、先程の包括ケア

システムといったように、自宅を含む施設の外

でもそういった安心して受けられるサービスを

こぞって必要とする地域を作っていって、皆さ

んで助け合っていただきたいということがあり

ます。 

塩竃 いろいろその介護というところを取り

巻く考え方というのが世の中も移り変わってき

たのかなっていうふうに思うんですけれども、

実際にこれを動かしていく中で、今までそう

いった孤立化と言いますか、世代間との孤立が

多かった都市部の皆さんとか、そういった皆さ

んからすると、こういった地域ごとに新しい繋

がりというのを作っていこうというのは、なか

なか期待されるところも多いかも知れませんね。 

後藤 そうですね。よく言われます、隣に誰が

住んでいるか分からないというのは、都会では

良く聞きます。その点に比べれば地域の方が顔

なじみのことという部分ではですね、今でも強

い部分はあろうかと思いますけれども、かと

言って、やはり高齢化が進めば、なかなか助け

ようにもお互いに助けづらい部分、体力が続か

ない、気持ちが弱くなっているというのがあり

ますので、そこはまた少子化っていうのが一方

ではありますので、そういった中で専門職が一

方では必要になるのは事実です。訪問看護、訪

問介護、そしてお医者さん、看護師、薬剤師と

いった時に、いろいろな職種、多くの職種とい

う意味で多職種と言いますので、多職種がそれ

ぞれの専門性を持ち寄って助け合う多職種連携

ということが必要になってくるということも言

われております。これがないと、連携、地域包

括ケアシステムというものが実際は動きません

ので、そういったことの垣根を、どうしても医

療は医療、介護は介護でやってきた、お互いの

ことを良く知らない。そこで今重要なのが、看

護師さんの役割というのは両方の分野を良く

知っているのは一番看護師さんではないかとい

うものがありましてですね、そういったところ

に期待されている部分もございます。 

塩竃 いろいろな立場の皆さんのそういった

経験であったりとか知恵っていうものが、こう

いうふうな形のものでこう集まってくる、そう

いったまたチャンスでもあるわけですよね 

後藤 そうですね。

塩竃 なるほど。まあ私たちの地域というのは、

介護だけじゃなく、いろいろ地域地域で助け

合ってきたりとか、特に震災の時などは、その

隣近所の繋がりというのを本当に大事だってい

うのを、まさにこう実感して生活している地域

だと思うんですよね。そんな中で、そういった

介護の分野でのそういった知恵の出し合いで

あったりとか、地域の見守りというのが、本当

に大事になってくる。そういった部分で地域包

括ケアシステムの仕組みというのを皆さんにま

た改めてしっかり考えていただければと思いま

す。また、岩手県ではこういった地域包括ケア

システム進めていくためには、どういった取り

組みというのをこれからしていくんでしょうか。 

後藤 これからいろいろな国から権限が都道

府県、そして市町村に下りてくるような今時代

になっております。そういった時に、この地元

の一関市さん、平泉町さん、そして先ほど介護

保険の計画を作っているのはその両者の職員が

集まった広域事務組合ということをお話しまし

たが、やはりいろいろな仕事を抱えている市町

村さんの中にあって人手が足りないということ

はますます出てくる心配がございます。加えて

医療という分野、こちらがポイントになります。

それに関わるお医者さん、そしてそれを組織立

てている医師会というのがあるんですが、やは

り医師会の協力がないと医療と介護の連携は進

みづらい部分がございますので、これまで市町

村という組織はですね、医療についてはあまり

関わりが強くなかったと、どちらかというと保

健所を抱えている県の側が、医療計画も作りい

ろいろな機能の役割分担もその計画の中で県が

考えてきた部分があります。そこで医師会との
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繋がりを持っている県が広域的な調整をする場

面もいろいろ出てきますし、いろいろな訪問診

療、訪問看護そういったことをする方々をいろ

いろな場面で顔の見える関係づくりとかいった

形でですね、県がお手伝いできる部分も多数あ

ると思いますので、そういったことに関わり合

いながら市町村と助け合いながら、平成 37 年に

向けた地域包括ケアシステムの構築に何かお手

伝いができることがあれば、何でもやっていき

たいということで考えております。 

塩竃 はい、いろいろなそういったラジオの皆

さんを繋いでいく、まさにコーディネート的な

役割を県南広域振興局の皆さんもこうされてい

るんだなと思います。何よりも地域に住んでい

る私たち、これから介護を受けるかも知れない、

それから介護をする側にまわるかも知れない、 

それぞれの皆さんがしっかりとこういった仕組

みっていうのを理解するのが、とても大事なん

だなって今日は感じました。今日の「医療と介

護の窓～みんなで育てよう地域医療～」、今日は

地域包括ケアシステムの構築に向けてという

テーマで、県南広域振興局保険福祉環境部の後

藤啓之長寿社会課長にお越しいただきました。

後藤さん今日はどうもありがとうございました。 

後藤 こちらこそ、大変ありがとうございまし

た。 

塩竃 さあ地域医療体制の充実のため、私たち

も積極的に関わっていきましょう。「医療と介護

の窓～みんなで育てよう地域医療～」。このコー

ナーは、一関市健康づくり課の提供でお送りし

ました。 
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平成 26 年度地域医療・介護連携推進事業 一関コミュニティＦＭ（ＦＭ あすも）番組 

放送日：平成 27 年１月 14 日（水）17：20～17：35（塩竃一常 GET KING!!） 

（再放送：１月 18 日（日）9：10～9：25 REFRESH!!） 

「医療と介護の窓～みんなで育てよう地域医療～」 

第１３回放送 一関地区広域行政組合介護保険課 荻荘瑶子 主事 

     （聞き手：FMあすも 塩竃一常） 

塩竃 「医療と介護の窓～みんなで育てよう地

域医療～」一関では、高齢化が進む中、住み慣

れた地域で安心して暮らせるよう、医療から介

護への切れ目ないサービスを目指しています。

この「医療と介護の窓～みんなで育てよう地域

医療～」のコーナーでは、医療機関や介護施設

の役割、また利用方法などを医療・介護・福祉

の関係者とそして私たち市民が、ともに理解、

協力することを目的に一関市健康づくり課の提

供でお送りします。今日は介護保険についての

お話、介護保険の認定、またサービスの利用方

法等についてお話を伺います。

塩竃 スタジオには、一関地区広域行政組合介

護保険課の主事でいらっしゃいます荻荘瑤子さ

んにお越しいただきました。荻荘さん、よろし

くお願いいたします。

荻荘 よろしくお願いします。

塩竃 さて、今日はその介護保険についてとい

うことなんですけれども、そもそも一関地区広

域行政組合、ここについて荻荘さん教えていた

だけますか。

荻荘 一関地区広域行政組合とは一関市と平

泉町の一市一町が共同で事務を行う組織になり

ます。具体的には一関市と平泉町の介護保険の

事業と、ごみ・し尿処理などの環境衛生事業、

火葬場の運営の事業を行っております。介護保

険課はその中の介護保険の事業を担当しており

ます。

塩竃 なるほど。いろいろその市、町が違って

いてもその地域で一体となっているそういった

エリアでは、こういった効率的にいろいろ事業

を行っていく組織というところで取り組みがい

ろいろ行われています。その中で介護保険とい

う分野なんですけれども、荻荘さんはその介護

保険課ではどういった担当のお仕事が多いです

か。

荻荘 私は介護保険課の中で介護保険の介護

の認定の業務を行っております。

塩竃 介護保険のその業務の中でも、例えば保

険料の作成であったりとか、こういったところ

の分野と、それから申請・認定の分野というの

があるんですね。となると、荻荘さんはその介

護を必要とされている、または、そのご家族の

方と直接触れ合う機会ということが多いかも知

れませんね。

荻荘 そうですね。実際介護の認定の窓口は、

介護保険課ではなくて市役所の社会福祉課の高

齢福祉とか支所の窓口にはなるんですが、どち

らかというと市民の方にお電話したりする機会

も多いです。

塩竃 そうですか。さあ、そういった荻荘さん

からですね、今日は介護保険制度というのをあ

らためて皆さんと一緒に学んでいきたいと思い

ます。まずは具体的にどういったものなのか、

荻荘さん教えてください。

荻荘 介護保険の制度とは一言でいうと、介護

が必要になった人とそのご家族を社会全体で支

えていく仕組みです。以前は、介護は家庭の問
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題と考えられてきたんですが、長寿化に伴って、

寝たきりや認知症の高齢者の方が増加して、介

護する側も高齢であったり、そもそも独居世帯

で介護者がいない等の大きな問題が増えており

ます。それを受けて平成 12 年から介護保険制度

が始まりました。介護保険制度は、国や地方自

治体のからの公費と皆さんからいただいている

介護保険料とで半分ずつを使って運用されてい

ます。この資金を利用して、介護が必要になっ

た方が自己負担１割でサービスを受けることが

できるのが介護保険です。 

塩竃 なるほど。皆さんと一緒にこうやって支

え合っていくその仕組みということですね。そ

の介護の分野というのが介護保険制度という、

これをまず皆さんに理解していただきたいと思

います。さて、そのお話の中でですね、介護が

必要になった方、そういった家族であったりと

か、あとは利用社会を全体で支えていくってこ

となんですが、実際にサービスを利用していく

には、荻荘さんどのようにしたら良いですか。

荻荘 サービスを実際に利用するには、まず要

介護認定を受ける必要があります。要介護認定

というのは、よく「支援１」とか「介護１」と

か、そういった介護度を認定してもらうことに

なります。要介護認定の申請書を市役所の社会

福祉課の高齢福祉の窓口、または支所の福祉課

の窓口等で申請後、身体の状態や日頃の生活の

状況を確認するために認定調査員がご本人さん

のもとを訪問します。その調査を訪問調査とい

うんですが、具体的には、例えば、片足で立つ

ことができるかとか、食事をするときに介助を

受けているか、認知症状はないかといった、決

められている項目について確認します。調査し

た内容と申請書に書いてある主治医の先生のと

ころに介護保険課から主治医の意見書を取り寄

せるんですが、その取り寄せた意見書と調査し

た内容の結果とを合わせて介護認定審査会の場

で介護度を決定します。

塩竃 なるほど。その認定調査員さんがご自宅

に来ていろいろこうやって話をする。そこの場

所で直ぐに決められるのではなく、その先に介

護認定審査会というのが行われるんですね。そ

の介護保険を受ける時の入り口というのは、こ

うなっているっていうのは分かったんですけれ

ども、例えば、介護を実際受けている方々が、

急にお身体のその調子が悪くなって、よりそう

いった介護というのが深いところまで必要に

なったという場合ってありますよね。こういっ

た申請の更新というのも行われるんですか。

荻荘 そうですね。介護の認定は、大体１年

だったり半年、もしくは２年間の有効期間が付

くんですが、その有効期間が切れる前に、身体

の状態が悪くなってしまった場合には、「区分変

更申請」と言いまして、途中で介護度が上がり

ました下がりましたという申請ができます。そ

の際も同じように調査を受けていただいて介護

認定審査会の場で新たな介護度を決定すること

になります。

塩竃 なるほど。こういった申請であったりと

か、それからその認定してもらうっていうとこ

ろにはもちろんご本人であったり、それからご

家族の皆さんのそういった手続き上のお手伝い

というのが必要かと思うんですが、例えば、お

身体の不自由な方で、そしてご家族もなかなか

近くにいない場合、こういった場合はどのよう

に申請したら良いでしょうか。

荻荘 代理の方が申請をすることができます。

事業所の居宅介護支援事業所という事業所が何

件もあるんですが、そちらにお願いして申請を

出していただくことができます。

塩竃 今まさに、間もなく介護が必要になって

くるかも知れないと言われている年齢に近づい

ている方というのは、こういった申請するには

こうしたら良いんだなとか、家族にはこういう

ふうに動いてもらったら良いんだなというのを

勉強されている方は結構多いかと思うんですけ

れど、若い世代、私たちは支えていったら良い

んだなってまずは思っている中でも、例えば、

怪我であったりとか病気であったりとか、こう

いったところで、介護認定というのをされて介

護が必要になるのがいつ来るかっていうの、も
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ちろん分からないわけですよね。

荻荘 そうですね。

塩竃 こういったのは、本当にいろいろな世代

でしっかりと仕組みというのを学んでおいたり

とか、いざと時に自分はどのように手続きをし

たら良いかというのをしっかりと最初から知識

を身につけておくっていうのはとても大事です

ね。

荻荘 そうですね。

塩竃 こういった介護認定のお話が出てきま

したけれど、どのくらいの人が介護認定を受け

ていらっしゃるんでしょうか。

荻荘 一関では 65 歳以上の人口の約２割の人

が認定を受けています。ただ、その方々全員が

サービスを利用しているというわけではないで

す。

塩竃 なるほど。第三者の見方ではちょっと介

護が必要じゃないかなと思っても、ご本人自身

のその気力であったりとか体力によって、サー

ビスは受けていない方というのもいらっしゃる

と。

荻荘 ご家族は、利用するために申請したけれ

ど、ご本人さまが乗り気でなかったり、または、

デイサービス等に通ってみたけれど、やっぱり

合わなかったっていう方もいらっしゃいます。

塩竃 なるほど。平成 12 年から始まった制度

ということで、まだ 10年と始まって数年という

そういった制度ですけども、いろいろなそう

いった利用する方々から意見であったりとか、

それからこういったところこういうふうに工夫

したら良いんじゃないかなっていう、そういう

のがいろいろ出てくることによって、その保険

制度というのがより厚みを増してくるかも知れ

ませんね。

荻荘 そうです。

塩竃 まずは、こういう知識をしっかり身につ

けておくのが大事ということが分かりました。

さて、こういった介護保険制度について分から

ないことがいろいろあるっていう皆さん、どこ

に問い合わせしたら良いでしょうか。

荻荘 介護保険の制度については一関地区広

域行政組合介護保険課まで問い合わせをお願い

します。

塩竃 今日はこの介護保険制度についてお話

を伺ってきました。スタジオには一関地区広域

行政組合介護保険課の荻荘瑤子さんにお越しい

ただきました。荻荘さん、ありがとうございま

した。

荻荘 ありがとうございました。

塩竃 このコーナーでは、医療の分野、介護の

分野、そして福祉の分野、いろいろな方面ので

すね、今の一関の中での取り組みというのを皆

さんにご紹介しています。できるだけ、その医

療から介護へ切れ目ないサービスをしていこう

ということにいろいろな工夫が行われているん

ですね。利用する側のみなさんもそういった仕

組みというのをしっかり理解することがとても

大切なんだなあと毎週のように感じます。高齢

化が進む中、住み慣れた地域で安心して暮らせ

る、市民の私たちとそして医療・介護・福祉の

関係者たちがそれぞれの仕組みについてしっか

り理解する、協力することを目的にこのコー

ナーをお送りしています。「医療と介護の窓～み

んなで育てよう地域医療～」地域医療体制充実

のため、私たちも積極的にこの仕組みに関わっ

ていきましょう。このコーナーは、一関市健康

づくり課の提供でお送りしました。 
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平成 26 年度地域医療・介護連携推進事業 一関コミュニティＦＭ（ＦＭ あすも）番組 

放送日：平成 27 年１月 28 日（水）17：20～17：35（塩竃一常 GET KING!!） 

（再放送：２月１日（日）9：10～9：25 REFRESH!!） 

「医療と介護の窓～みんなで育てよう地域医療～」 

第1４回放送 一関東部地域包括支援センター 鈴木隆稔 主任主事 

     （聞き手：FMあすも 塩竃一常） 

塩竃 「医療と介護の窓～みんなで育てよう地

域医療～」一関では、高齢化が進む中、住み慣

れた地域で安心して暮らせるよう、医療から介

護への切れ目ないサービスを目指しています。

このコーナーでは、医療機関や介護施設の役割、

また利用方法などを医療・介護・福祉の関係者

とそして私たち市民が、ともに理解、協力する

ことを目的に一関市健康づくり課の提供でお送

りします。さて私たちが住んでいるのは、その

地域毎に色んな違いというのが微妙にあります

よね。それぞれの地域性に応じた包括ケアシス

テム、この構築を目指して色んな取り組みを一

関地区広域行政組合では行っています。今日ご

紹介するのは、一関東部地域包括支援センター

どんな取り組みをこの地域包括支援センターで

行っているのか具体的な内容などについてお話

を伺っていきます。 

塩竃 今日スタジオには一関東部地域包括支

援センターの主任主事、鈴木隆稔さんにお越し

いただきました。鈴木さん、よろしくお願いし

ます。 

鈴木 よろしくお願いします。 

塩竃 まず、この鈴木さんのお仕事をされてい

ます地域包括支援センター、センターの名前は

よく 

聞いたことがある方っていうのは多くいらっ

しゃるかと思うんですけれども、このセンター

の取り組みについていろいろ伺ってきたいと思

います。そもそもこの地域包括支援センターと

いうのはどういった機関なんでしょうか。 

鈴木 地域包括支援センターは地域住民の心

身の健康の保持及び生活の安定のために必要な

援助を行うことにより、地域住民の保健医療の

向上及び福祉の増進を包括的に支援することを

目的として平成 18 年度から介護保険法の規定

によって設置されている機関です。 

塩竃 これは国の法律規定によって設置され

ているってことで全国各地にあるということで

すね。 

鈴木 はい、そうです。 

塩竃 私たちが住んでいる一関地区のエリア

ではどうかってところを教えて下さい。 

鈴木 一関地区広域行政組合では、西磐井地域、

東磐井地域の高齢化率ですとか医療をはじめと 

した社会資源の違い、そういったそれぞれの地

域性に応じた地域包括ケアシステムの構築を目

指して、一関市に６ヶ所、平泉町に１ヶ所の地

域包括支援センターを設置しています。 

このうち東磐井地域には、東部地域包括支援セ

ンター、高齢者総合相談センターしぶたみ、そ

れから高齢者総合相談センターふじさわの３か

所を整備しています。 

塩竃 今日鈴木さんには、では東磐井地域にあ

ります３か所のこの包括支援ケアセンターにつ

いてお話を伺ってみたいと思います。それぞれ

で行われている活動なんですけれども、こちら

のほうご紹介いただけますか。 
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鈴木 介護保険制度では、高齢で介護が必要と

なっても、できるだけ住み慣れた地域でその人

らしい自立した生活が送れるよう、医療・介護・

介護予防・住まい及び自立した日常生活の支援

が地域において一体的に提供される地域包括ケ

アシステムの構築を目指しています。 

地域包括支援センターではその実現に向けて、

包括的支援事業として４つの事業を実施してい

ます。 

塩竃 いろいろな分野、その高齢になった生活

の中で必要とされるものについて地域で一体的

にそういったサービスが提供されていく、そう

いった事業なんですが４つの分野の事業がある

ということなんですけれども、まず１つ目はど

んなことでしょうか。 

鈴木 １つ目は介護予防ケアマネジメントで

す。これは、要介護状態の予防や介護状態の悪

化の防止のために、介護予防計画の作成等を通

じて、高齢者の方が自主的に介護予防に取り組

んでいただけるように支援をしています。 

塩竃 はい、１つ目が介護予防ケアマネジメン

トこういった取り組みです。２つ目はどういっ

たものですか。 

鈴木 ２つ目は総合相談です。総合相談では地

域に住む高齢者の相談を受け、適切な機関や制

度、サービスなどに繋ぐことで解決を支援して

いきます。 

塩竃 なるほど。年齢がこう高くなっていくと

いろいろその生活の中でも不安なことっていう

のが増えてくるでしょうから、そういったもの

の総合的に相談にのってもらえる場所というと

ころですね。３つ目の取り組みはどういったも

のでしょうか。 

鈴木 ３つ目は権利擁護です。権利擁護は高齢

者の虐待に繋がる事案ですとか、認知症等で判

断能力が不十分な方への支援をですね、一関市、

平泉町ですとか関係機関と連携しながら実施し

ています。 

塩竃 出来るだけ健康・健やかに過ごしていく

権利というものは皆さんあるわけですので、こ

れを守っていくための取り組みをしているとい

うことですね。４つ目の取り組みはどういった

ものでしょうか。 

鈴木 ４つ目は包括的継続的ケアマネジメン

トです。こちらのほうは、医療・介護・あるい

は金銭管理等複数の領域に跨ぐ課題への対応が

必要な場合や、病院から在宅への移行などの際

にですね、支援が途切れないように高齢者を担

当しているケアマネジャーの方を支援したりで

すね、そういった地域の連絡体制を整備したり

するという事業です。 

塩竃 番組の中でもこの介護の分野、医療の分

野の話っていうのをよく伺うんですけれども、

それぞれの制度というのは実は本当に充実して

いるものっていうのは沢山あるわけですけれど

も、住民の方々がなかなかそういったところを

ご存じなかったりとか、実はこういったものも

あったから、もっと早くから利用していたら良

いなって気づくことっていろいろあるようなん

ですよね。こういった皆さんにいろんな情報と

いうのを包括的に伝えていく、また継続的に伝

えていくという取り組みもされているというこ

とです。こういった取り組みというのを有効に

機能させるために、いろいろなものというのが

重要になってくるかと思うんですけど、ここに

ついて鈴木さん教えて下さい。 

鈴木 はい。こうしたことを有効に機能させる

ためには、支援を必要としている高齢者の方を

早期に支援につないでいくことが重要になって

きます。高齢者の方の中にはですね、自ら支援

を求めることが困難な方もおられますし、こう

いったことがありますので、東磐井地域におい

ては平成 24年度から「気づきの通報を受ける仕

組み」としてですね、取り組みを行っています。 

塩竃 「気づきの通報を受ける仕組み」。いろ

いろと高齢になってくると手助けが必要になっ

てくる、いろいろな支援っていうところが必要
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になるんですけども、そういった方々がここに

居るっていうところにまずは地域全体で気づ

くっていうところから始めようってことなんで

すね。具体的にはどんな取り組みなんですか。 

鈴木 こちらのほうはですね、郵便局ですとか、

乳製品の配達、あるいは新聞配達、それから食

事の配達をしている事業所さんのご協力をいた

だきまして、訪問先でですね、例えば配布した

ものが郵便受けに溜まったままになっていたり

とか、実際お会いしている中でこうちょっと物

忘れが目立つようになってきたなあなんていう

方がいた場合にはですね、包括支援センターの

ほうに連絡を入れていただくというふうに、そ

んな取り組みになります。 

塩竃 なるほど、昔からその地域の生活の中で

は隣近所でいろいろ声を掛け合ったりとか、そ

れからあそこのお祖父ちゃんとか、お祖母ちゃ

んこう見なくなったなとかいうところで、地域

の方々が気づいていくということで成り立って

いるっていうところがありましたけれども、そ

こに加えて、その連絡をする先ということで地

域包括支援センター、ここに連絡を入れてもら

うことでいろんな取り組みにこう結び付けてい

く、効率的に結び付けていくことってできるわ

けですね。平成 26年度ですが、協力いただいて

いる事業所っていうのは東磐井地区ではどのく

らいあるんでしょうか。 

鈴木 平成 26 年度は 26の事業所にご協力をい

ただいています。 

塩竃 なるほど。生活の中でこれだけの数の事

業所があると関わる機会っていうのがあるで

しょうからね。これまでの取り組みの中で功を

奏したといいますか、何か事例ってあるんで

しょうか。 

鈴木 平成 25 年度にはですね、８件の連絡が

ありましてですね、その中には実際に介護サー

ビスの利用等に繋がったという事例もございま

す。 

塩竃 そうなんですか。まあ気づくということ

で、先ほどもお話がありましたけれども、郵便

の方ですとか様々な配達の仕事をされている方

に協力を依頼する、その例えば新聞が溜まって

いたりとか郵便物が溜まっているって、こう

いったところの気づきというなんでしょうかね。 

鈴木 そうですね。 

塩竃 なるほど。これによって、なかなか動け

なくなっている状況になっている方に気づくこ

とが出来たりとか、それからいろいろなそう

いったサービスの利用に結び付けることができ

たりとかって。もちろん旅行とかでご自宅にい

らっしゃらないっていう場合もあるんでしょう

けどもね。 

鈴木 はい、そうですね。新聞が溜まっている

等の連絡があった場合はですね、まあ調べてみ

ると、 

やっぱりその入院ですとか旅行に行って不在に

されていたという場合も多く見られるところで

す。 

塩竃 そういった状況の中で、例えばそういっ

た公の取り組みの方々が自分に対して大丈夫で

すかって声をかけてもらえるというふうになる

と、住民の皆さんからすると心強さっていうの

も増してきますよね。 

鈴木 はい。 

塩竃 この地域の中でこういった取り組みが

行われているということなんですけれども、こ

ういったのを運用しているっていいますか、包

括支援センターの皆さんの取り組みだけではな

く、実際に関わってくる市民の方々も同じよう

に協力していくってことが必要かも知れません

ね。 

鈴木 やはり地域においてはですね、特にもひ

とり暮らしの高齢の方ですとか高齢者のみのご

世帯の方などを多様な方々が見守って、さりげ

なく行っているということがございますので、
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そういうことがありますので高齢者の方もです

ね、普段から地域とのつながりというのを意識

していただきまして、例えば、数日間家を離れ

る際には近隣や配達事業者などに一言「行って

来るよ」と声をかけて行っていただくとお互い

にこう安心して生活できるようになるのではな

いかと思っております。 

塩竃 なるほど。今のちょうどその高齢者って

言われている方々っていうのは、現役世代にそ

れぞれの家庭の自立であったりとか、個人を大

切にとか、個性的なっていうところをすごく言

われていた世代かも知れませんけども、そう

いった中でどうしても地域の繋がりなかなか持

たないままで来たのかも知れませんけども、あ

らためてこういった取り組みっていうのが地域

で行われている、そことこう繋がっていくって

一歩踏み出すことで、よりこういった仕組みと

いうのは強くなっていくんじゃないかなってい

うふうに感じたりもしました。 

さて今日はですね、この東磐井地域の包括支援

センターについてお話を伺ってきたんですけれ

ども、いろいろな相談事ですね、高齢者の方か

らのご自身からの相談もそうですし、それから

地域でちょっと気になる高齢者の方がいらっ

しゃるって場合、それぞれ皆さん連絡をしてい

ただくことでこういった繋がりに結び付けるこ

とができます。鈴木さん、東磐井地域ではこの

窓口というのは、どういったところで設けられ

ているんでしょうか。 

はい、東磐井地域ですけれども、千厩・室根・

川崎地域の方につきましては、一関東部地域包

括支援センター、こちらに連絡をいただきたい

と思います。それから大東・東山地域の方につ

きましては、高齢者総合相談センターしぶたみ、

こちらに連絡をいただきたいと思います。それ

から藤沢地域の方につきましては、高齢者総合

相談センターふじさわのほうに連絡をいただき

たいと思います。 

塩竃 皆さんのお近くの地域包括支援セン

ターまでご連絡をお願いします。あらためて、

千厩・室根・川崎地域にお住まいの方、一関東

部地域包括支援センター、これ千厩支所の 1階

にあるということです。電話番号 51-3040 番で

す。続いて、大東・東山地域にお住まいの方、

こちらの方々の地域包括支援センター、高齢者

総合相談センターしぶたみというのが、大東保

健センターの中に設けられています。電話番号

71-0053 番です。藤沢地域の皆さん、老健ふじ

さわの中に高齢者総合相談センターふじさわが

設けられています。ここは電話番号 63-3181 番

となっています。 

例えばご家族の中に高齢の方がいらっしゃると

か、それからご自身で年齢がこう高くなってき

たかなっていう方々はこういった支援センター

の存在をご存知かも知れませんけれども、今の

話の中では地域ぐるみでこういった方々を見

守っていくというのが大切だっていうふうに感

じました。自分の身近に高齢の方っていうのが

居たかなどうかなっていうふうに思う方でも、

そういったところで連絡するというところで地

域に繋がることってあるかも知れませんので、

お住まいの地域のこういった地域包括支援セン

ターの存在というのをしっかりと覚えていただ

ければと思います。今日は一関東部地域包括支

援センターの主任主事 鈴木隆稔さんにお越し

いただきました。鈴木さん、今日はありがとう

ございました。 

鈴木 ありがとうございました。 

塩竃 さて今日は東部地域、東側の地域の包括

支援センターについてご紹介しました。西側の

地域ですね、西部地域包括支援センターという

のもあるんですね。これはまた後日みなさんに

ご紹介していきたいと思います。地域医療の体

制、地域の介護の体制を充実させるため、私た

ちも積極的に様々な取組に関わっていきましょ

う。「医療と介護の窓～みんなで育てよう地域医

療～」。このコーナーは、一関市健康づくり課の

提供でお送りしました。 

-74-



1 

平成 26 年度地域医療・介護連携推進事業 一関コミュニティＦＭ（ＦＭ あすも）番組 

放送日：平成 27 年２月 11 日（水）17：20～17：35（塩竃一常 GET KING!!） 

（再放送：２月 15 日（日）9：10～9：25 REFRESH!!） 

「医療と介護の窓～みんなで育てよう地域医療～」 

第1５回放送 一関西部地域包括支援センター 高橋 恵 主任保健師 

     （聞き手：FMあすも 塩竃一常） 

塩竃 「医療と介護の窓～みんなで育てよう地

域医療～」さあ一関市では、高齢化が進む中、

住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、医療

から介護への切れ目ないサービスを目指してい

ます。このコーナーでは、２週間に１回、医療

機関や介護施設の役割、また利用方法などを医

療・介護・福祉の関係者とそして私たち市民が、

ともに理解、協力することを目的に一関市健康

づくり課の提供でお送りします。さて前回この

コーナーでは一関東部地域包括支援センターの

鈴木さんをお招きしまして、この地域包括支援

センターとは一体どういったものなのか、包括

的支援事業、一体どういったものかというその

概要をご説明いただきました。さあ今週は一関

西部地域包括支援センターからゲストの方をお

招きしてお話を伺っていきます。 

塩竃 今日スタジオには、一関西部地域包括支

援センター主任保健師の高橋恵さんにお越しい

ただきました。高橋さん、よろしくお願します。 

高橋 よろしくお願いします。 

塩竃 先々週は東部地域包括支援センターか

らゲストお越しいただきまして、お話を伺いま

した。この地域包括支援センターなんですけれ

ども、地域の皆さんの心、それから身体の健康

を保っていく、また生活の安定のために必要な

援助を行っていくということで、平成 18年度か

ら介護保険法の規定により設置されている機関、

その私たちの住んでいる一関の中でも西磐井、

それから東磐井、いろいろそういった地域の違

いっていうのもありますので、その実情に合わ

せた取組というのを行っているというお話を伺 

いました。さあ、高橋さんは西部地域というこ

とになりますけれども、一関市の中で西部地域

はどの辺りになりますか。 

高橋 西部地域は、旧一関市の磐井川の西側に

なります。 

塩竃 この辺りの地域ということですね。 

高橋 はい。 

塩竃 皆さんのお住まいの地域、それぞれまた

東部地域、西部地域で包括支援センター、その

地域その地域に合った取組が行われているとい

うことです。さあ今日はこの地域包括支援 

センターで行われている取組、先々週は主な活

動の内容等を伺ってきたんですけれども、今回

は高橋さんにですね、具体的にどのような取組

をされているかというのをお伺いしていきたい

と思います。高橋さんがお仕事をされているこ

の西部地域包括支援センターですけれども、こ

ちらにも多くの皆さんから相談がくるかと思う

んですけれども、どういった方々からの相談が

あるんでしょうか。 

高橋 そうですね、様々な相談の中には、高齢

者ご本人さんからではなくて地区の民生委員の

方から相談を受けることがあります。在宅介護

支援センターなどの関係機関と連絡をとって対

応する場合もありますが、包括職員が家庭訪問

を行い状況を確認しに行く場合もあります。高

齢者世帯が多くなっておりますので相談件数は

増加しています。中には認知症などの症状によ
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り、ご自分の課題を認識していない場合もあり

ます。そういう場合、地域の方々と相談しなが

ら継続して関わることもあります。 

塩竃 なるほど、ご本人からの相談だけではな

く、地域の皆さんからもそういった相談という

のが多く寄せられる場所っていうことなんです

ね。この地域包括支援センターでは、そちらで

行われている取組の数々をご紹介いただきたい

と思うんですが、まずは「地域ケア会議」こう

いったものがあるそうですね。 

高橋 担当しているケアマネジャーさんや地

域の方からの相談によっては、地域ケア会議を

行うことがあります。この地域ケア会議は包括

職員が主となって、地域の人や関係者が一堂に

会して話し合い、情報を共有しながら少しずつ

支援に繋ぐものです。会議と言うとあらたまっ

た印象を受ける方が多いかもしれませんが、参

加者相互に知恵を出しながら今後の生活につい

て考え相談する場とも言えます。 

塩竃 これは対象になる方とかお１人に対し

て、どういったそういった地域でケアができる

かっていうところ関係する皆さんがこうやって

集まってくるという、その事例その事例に合わ

せてそういった会議が設けられるということな

んですね。 

高橋 そうですね。 

塩竃 確かにおっしゃったように、その会議と

いうふうに言われると何かあらたまった感じが

ありますけれども、どのようにその方を地域で

支えていくか、そういったケアミスを相談する

場所を設けられる場でもあるんですね。ここを

通して、高橋さん感じられることって何かあり

ますか。 

高橋 そうですね。安心してやはり生活できる

環境が整うまでには、それぞれなんですけれど

も、時間がかかることも結構あります。ただ、

こうした地域ケア会議を積み重ねることで、ど

の方に対しても高齢になって、そのおひとりお

ひとりがその人らしく生活できるような地域に

近づいていく一助になれば良いなと考えており

ます。 

塩竃 実際に自分についてこうやって話し

合ってもらっている、そういった場所ってある

かも知れませんけれども、自分自身がそういっ

た場所に関わるっていうことで、例えば自分が

これから先高齢になった時にどういったケアを

こう受けていくべきか、それから家族はどうい

うふうに関わっていくかって気付くきっかけに

もなるかも知れませんね。 

高橋 はい。 

塩竃 この地域ケア会議、参加される方、地域

の方々、それからご親族の方にも同席いただく

ことがあるそうなんですね。 

高橋 はい。 

塩竃 こういった方々には、地域包括支援セン

ターからお声を掛けるということになるんで

しょうか。 

高橋 私ども地域包括支援センターのほうか

ら声を掛けることもありますので、皆さん、声

を掛けられた際には、ちょっと行きづらいなと

かって思わないで、ご参加、ご協力いただけれ

ば有り難いなと思います。 

塩竃 その助け合いというところがあります

ので、いずれ自分がそういったとこにこう関

わってくるっていうのが出てくるかも知れませ

んけれども、こういった機会でまたその地域に

こう関わっていく良いきっかけにしていただけ

ればと思います。さて、さらに地域包括支援セ

ンターでは認知症サポーター養成講座って言う

のも行われているんですね。 

高橋 要望を受けて認知症サポーター養成講

座を実施しております。認知症サポーター養成

講座を受講いただいた人は、認知症サポーター

として、認知症を正しく理解し、認知症の人や
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その家族を温かく見守る応援者になっていただ

いています。講座を受講した方には認知症サ

ポーターの目印として、このオレンジリングと

いうのを渡しています。これまでサロンや元気

いきいき教室、個人のグループ組織や企業で講

座を開催してきました。他の包括支援センター

では小学校で開催しているところもあります。

高齢者が増えるこれからの時代は認知症の方も

増加すると予想されておりまして、認知症に

なっても住みやすいと思える地域づくりも必要

と言われています。 

塩竃 家族の中で突然この認知症というもの

に向き合うとなると、いろいろなそういった驚

きであったりとか、不意にそういった出来事が

あるっていうふうになると心の準備もなかなか

できていないっていう方も多いかも知れません。

そういう話をよく聞くんですけれども、こう

いったサポーター養成講座というのを普段から

こう受けておくことで、いざという時へのそう

いった心構えというのもできそうですね。 

高橋 はい。 

塩竃 この養成講座、参加する方とか、きっか

け、どういった感じでお越しいただく方ってい

うのが多いですか。 

高橋 地域で何かお勉強会をしたいんですけ

どと言う場合もあります。 

塩竃 なるほど。その地域全体でそういったと

ころに向き合おうっていう動きが、こういった

サポーター養成講座の中でも生まれてきている

んですね。この養成講座ですけども、事務局は

どちらのほうで実施されているんでしょう。 

高橋 事務局は一関市ですと一関市役所社会

福祉課の高齢福祉係、平泉町ですと平泉町保健

センターになります。 

塩竃 ご興味ある方は是非こちらのほうにも

問い合せていただきたいと思います。さて西磐

井地域包括支援センターの高橋さんに今日はお

越しいただいてお話を伺っているんですけれど

も、地域ごとで様々なこういった取組が行われ

始めているっていうところが今日は分かりまし

た。高橋さん関わっていらっしゃるところで、

一関地区認知症の人と家族の会、こういった会

があるそうなんですね。 

高橋 はい、そちらのほうにも参加しているん

ですけれども、この会は、認知症の人とその家

族、介護に携わる方など、どなたでも参加でき

る集う場所として、家族の会の岩渕さんが世話

人となって行っているものです。 

塩竃 会は普段はどういった活動をされてい

るんでしょうか。 

高橋 普段はですね、月に１回なんですけれど

も、認知症介護の相談を行ったり、介護家族の

息抜きの場としてコーヒー等を飲みながら一緒

に話をしています。以前は一関市総合福祉セン

ターの３階で行っておりましたが、現在は認知

症のご本人さんが参加されてもくつろげるよう

にということで、一関市総合福祉センターの１

階、喫茶ぷくぷくさんで行うようになりました。 

塩竃 介護を取り巻く環境というのは、本当に

国の取組というのもいろいろ新たなものが始

まったりとかですね、生まれてくるところもあ

るでしょうし、その介護に必要なグッズってい

うのも新しいものが出てきたりというのもある

でしょうから、そういった情報交換もきっとで

きるでしょうし、何よりも今お話にありました

けれども、介護される家族のその息抜きの場、

これも大事ですよね。 

高橋 はい、そうですね。 

塩竃 いろいろな皆さんからいろいろな意見

であったりとか感想というのがくるかと思いま

すけれども、高橋さん、ここに参加されてみて

いろいろ感じることあるかと思いますけども。 

高橋 そうですね、少し普段思っていることを

お話いただいて、少しすっきりした表情でお帰
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りになっているかなと思います。 

塩竃 なるほど。そういった場所っていうのが

ここにあるだけでも心強さというのがこう生ま

れてきますよね。こちらに参加されている方々、

まあそのご本人の方もそうですし、家族の方々、

それから世話人の方々もいらっしゃるというこ

となんですけれども、西部地域包括支援セン

ターの職員の方々もこう参加していらっしゃる、

他にもあのいろいろな職員の方々が参加されて

いるそうですね。 

高橋 高齢者総合相談センターさくらまちの

職員や、あとは交代で在宅介護支援センターの

職員も参加しております。 

塩竃 そうですか。それでは開催されている日

時はいかがでしょうか。 

高橋 毎月第３水曜日の 10 時から 12時となっ

ております。 

塩竃 お聞きしましたら、参加費は飲み物代

100 円ということです。これまであまり介護に

関わっていなかったという方々も、今お話にこ

うありましたけれども、様々な相談、それから

いろいろそういった普段の生活の感想であった

りとか、こういったところをこういう   と

思いますので参加されてみたらいかがでしょう

か。 

塩竃 さあ今日は西磐井地域包括支援セン

ターについていろいろお話を伺ってきたんです

が、では窓口のご紹介をいただきたいと思いま

す。まずはその相談ごとですね、高齢者の方か

らのご相談、また地域で気になる高齢者の方が

いるという方、この地域包括支援センターまで

連絡をお願いします。一関地域のうち、それぞ

れの地区ごとにその窓口が分かれているという

ことなんですけれども、まずは高橋さん、一関

地域のうち山目、中里、厳美、萩荘それぞれの

地区の皆さん、どちらに連絡をしたらいいで

しょか。 

高橋 はい、一関西部地域包括支援センター、

場所は一関市役所１階の⑩番窓口になります 

塩竃 はい、電話番号は 21-8618 番となってい

ます。そして一関地域のうち一関、真滝、舞川、

弥栄それぞれの地域の皆さん、こちらの相談窓

口はどちらになりますか。 

高橋 はい、高齢者総合相談センターさくらま

ちになります。場所はサン・アビリティーズ一

関の左奥にございます。 

塩竃 はい、こちらの電話番号は 48-3180 番で

す。続いては花泉地域、こちらの皆さんはどち

らに問い合わせをしたら良いでしょうか。 

高橋 はい、高齢者総合相談センターはないず

みで、一関市役所花泉支所の１階にございます。 

塩竃 はい、こちらの電話番号は 36-3021 番と

なっています。そして平泉地域、こちらの相談

窓口も教えてください。 

高橋 はい、高齢者総合相談センターひらいず

みで、平泉町福祉活動センター内にございます。 

塩竃 はい、こちらの電話番号は 46-5653 番と

なっています。一関地区広域行政組合では西磐

井の地域、それから東磐井の地域、それぞれの

地域性に応じた地域包括ケアシステム、その構

築を目指しまして様々な所にこういった拠点を

整備しているということです。今日は一関西部

地域包括支援センターの主任保健師、高橋恵さ

んにお越しいただきましてお話を伺いました。

高橋さん、ありがとうございました。 

高橋 ありがとうございました。 

塩竃 さあ私たちが住んでいるこの一関の町

では高齢化が進む、これはよくみなさんも耳に

するところですよね。住み慣れているこの地域

で安心して暮らせるように、今お聞きいただい

たように、医療から介護への切れ目ないサービ

スを目指して取り組みが行われています。それ

-78-



5 

ぞれの役割、また利用方法など、医療・介護・

福祉、実際にそれに直面している方々だけでは

なく、これからそこに向かい合っていくという

方々も、しっかりと情報を得ておくっていうの

は大事ですね。市民のみなさんが共に理解協力

することを目的に、再来週もこのコーナーお送

りしていきます。地域医療体制充実のため、私

たちも積極的に関わっていきましょう。「医療と

介護の窓～みんなで育てよう地域医療～」。この

コーナーは、一関市健康づくり課の提供でお送

りしました。 

-79-



1 

平成 26 年度地域医療・介護連携推進事業 一関コミュニティＦＭ（ＦＭ あすも）番組 

放送日：平成 27 年２月 25 日（水）17：20～17：35（塩竃一常 GET KING!!） 

（再放送：３月１日（日）9：10～9：25 REFRESH!!） 

「医療と介護の窓～みんなで育てよう地域医療～」 

第1６回放送 平泉町保健センター 千葉幸一 所長 

     （聞き手：FMあすも 塩竃一常） 

塩竃 「医療と介護の窓～みんなで育てよう地

域医療～」のコーナーです。今日は平泉町から

お客様をお迎えしました。平泉町保健センター

所長の千葉幸一さんです。千葉さんどうぞよろ

しくお願いします。 

千葉 はい、よろしくお願いいたします。 

塩竃 一関市にも保健センターというのがあ

りますが、平泉町でもこの保健センター、様々

な取り組みが行われているようですね。 

千葉 町民の方々の健康づくりを主な業務と

しておりますし、あとは福祉関係も担っており

ます。 

塩竃 私たちが住んでいる一関と平泉町から

こう隣接しておりますので、いろいろそういっ

た医療の場所であったり、介護の場所っていう

のも共有しているっていう風なところもありま

すよね。 

千葉 はい、そうですね、限られた資源でござ

いまして、一関市・平泉町、連携しながらとい

うところで医療と介護については取り組みを

行っているというような状況となっております。 

塩竃 なるほど。その限られた資源といいます

か、そういった場所というのを有効に使ってい

くための工夫をいろいろとその保健センターの

みなさん凝らしていらっしゃると思います。私

たちもそういった資源というのを効率よく賢く

使っていくっていうのを身につけていきたいと

いうことで、今日はそういったお話まで千葉さ 

んと一緒に進めていきたいと思います。 

塩竃 まずは千葉所長、「平成 26年度平泉町在

宅医療介護連携推進事業」こういったのが行わ

れているということなんですけれども、平泉町

の現状も含めまして、こちらの目的ですとか、

それからどういったものなのかを教えてくださ

い。 

千葉 まず医療と介護の関係につきましては、

一関市医療と介護の連携連絡会というのに、平

泉町も参加をさせていただきながら、医療と介

護の連携について事業を進めているといったと

ころでございましたが、平泉町、町単独として

もですね、在宅医療介護の連携を推進していき

たいというようなことで、この事業に取り組ん

でいるところでございます。 

塩竃 様々なその事業が行われているという

ことなんですけれども、平泉町の在宅医療介護

連携推進事業、あの主なメンバーになるという

のはどういった方々なんでしょうか。 

千葉 町内のお医者さん、それから内科の先生

と歯科の先生、それから一関の医療の連携会の

長澤先生とかですね、あと薬局、それから地域

包括支援センターの居宅介護支援事業所、それ

から特養、特別養護老人ホームですね、介護老

人保健施設、グループホームなど各医療関係・

介護施設の方々がメンバーとなっております。 

塩竃 なるほど。様々な会が催されたりとか、

それから研修が行われるということで、26 年度

を振り返りますと、まずは８月に初回推進事業
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についての説明がありまして、研修会が 10 月に

行われたということですね。これどういった内

容のものだったんでしょうか。 

千葉 第１回の８月には、先ほど申し上げまし

たメンバーの方々にお集まりいただいて、この

事業の取り組みというか概要についてお話を申

し上げまして、その中で研修会を取り組んでい

くというようなところで、10/22 でしたけども

「認知症の理解」ということで一関の岩手病院

の千田圭二院長先生に認知症についてお話をい

ただきましたし、あと隣の奥州市さんの認知症

地域支援の取り組みということで「奥州市徘徊

ＳＯＳネットワーク構築に向けて」というよう

なところでですね、奥州市の地域包括支援セン

ターの小野寺さんのほうから講演をいただいて

研修会をしたというようなところですし、あと

1/16、今年に入ってからですが、また会議でそ

れらの事業についてまとめをしたと、まあ会議

とか研修についてはこれらになります。 

塩竃 なるほど、医療・介護のまさに最前線で

お仕事をされている方々のそういった現状報告

であったりとか、それから先進的なその取り組

みに等についての話し合いがここであったって

いうことですよね、更にこの推進事業の中では

住民のみなさんに様々関わっていただくって、

これがもう１つ大事なところだと思うんですが、

住民のみなさんに関わっていただく、その理解

を促すために様々な取り組み、こちらも行われ

たようなんですが。 

千葉 はい、医療と介護についての現状把握と

いうことのためにアンケート調査を実施しまし

た。これにつきましては、20 歳から 80 歳未満

の方まで無作為抽出で 1,000 名の方にご連絡を

申し上げまして取り組んだところでしたが、回

収率としては 487 名の 48.7％、男性 225 名、女

性 256 名の方から回答をいただいたというよう

なところでございます。あとそれから理解を促

すためっていうことでですね、こちらの講演会

ですね、開催しております。12/20 でしたけれ

ども、「医療と介護を考える」講演会ということ

で、一関市医療と介護の連携連絡会の幹事長で

あります一関中央クリニック院長の長澤茂先生

からご講演をいただいて医療と介護について一

般の町民の方々に講演をいただきました。 

塩竃 さらに 2/15 には「平泉町健康づくりの

集い」の中で、この在宅医療介護連携推進事業

この普及啓発なども行われたということですね。

それから平泉町の中でモデル地区というのをこ

う設けて、地区ごとのその勉強会っていうのも

行われるようですね。 

千葉 これにつきましては、平成 26 年度はで

すね、町内にある 21 行政区の中から１つの地域

をモデル地区ということで選定いたしまして取

り組みをいただいているというところでござい

まして、平泉町の長島地区のですね、１つの行

政区なんですけど 19 区というところの行政区

でモデル地区ということで取り組んでいただい

ておりまして、認知症のグループホームの視察

見学とかですね、あとは同じく「認知症につい

ての理解」ということで長澤先生から講演をい

ただき、あと特別にこの 19 区の方々を対象に講

演会をしていただいたというようなところ、そ

れから県立南光病院の認定看護師の方に「認知

症の方への対応」についてということでお話を

いただいたというようなところで、地域で認知

症について勉強して、みんなで認知症の理解を

深めていこうという風な対応しているところで

ございます。 

塩竃 なるほど。この事業を進めていくに当

たって様々な方面でその学んでいただきたいこ

と、それから現状を把握していただきたいとこ

ろというところ、いろいろな面で協力されてい

る方々の中での意識調査なども行われたという

ことなんですが、調査を行われたりとかいろい

ろ１年間の取り組みを通じて、特に平泉町の現

在の特徴だったりとか、これからの見通しみた

いなところとか千葉さんでどういうふうに捉え

られていらっしゃるんですか。 

千葉 やっぱり高齢率化がおよそ 33％程に

なっておりましたので、ほぼ 3人に 1人の方が

65 歳以上の高齢者の方ということになってお
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ります。ただ元気な高齢者の方も沢山いらっ

しゃいますので、その方々と共にですね地域で

やっぱり孤立することなく自立を目指してみん

なで支え合って、そういうような地域を作って

いきたいなっていうふうに思っております。 

塩竃 なるほど。そのためにも様々なその町の

取り組みであったりとか、現状を地域のみなさ

んにまずはご存知になっていただく、知ってい

ただくっていうことが大事かも知れませんね。

このコーナーを通じて、この私たちが住んでい

る地域の医療体制と現状であったりとか、介護

施設の役割等々についていろいろご紹介してい

るんですが、今日は平泉町保健センターの千葉

所長にお越しいただいています。千葉さんには

今日はパンフレットをお持ちいただきまして、

私たちもできる、その医療を支える行動という

ことで、その地域医療を支えていくために私た

ち市民が今度取り組んで行くべき事というのが

ですね分かりやすくまとめられているそんなパ

ンフレットをいただきました。千葉さんこれ見

ていくと結構いろいろな項目があるんですけれ

ども、1 つ 1 つをちょっと見ていきたいと思い

ます。まず 1つ目をちょっとご紹介頂けますか。 

千葉 はい、普段から健康管理を心がけましょ

うということで、これはですね「自分の健康は

自分で守る」という意識をみなさんに持ってい

ただいて、病気の予防や治療法を勉強したり食

事や運動など日頃から健康管理を心がけていた

だきたいというところでございます。 

塩竃 なるほど。医療体制を支えるとなると、

いざこう病気になったりとか自分がその看護す

る側に回ったりとかっていう時に初めて始まる

のかなという風に思いがちですけれども、普段

からのこの心がけ、ここから始まっていく訳で

すね。2 つ目が健康診断を受ける、これも大事

なんですね。 

千葉 そうですね、あの体は日々変化しており

ますので、最低でも毎年 1回は健康診断を必ず

受けていただきたいと。そして、その健診結果

をその後の生活習慣の改善にいかしていただき

たいというところでございます。 

塩竃 はい、続いてこの地域医療を支えていく

ために私たちが出来る行動できる 3つ目は診療

時間内に受診すると、こういった具体的なこと

も出てきました。これについてもご紹介願いま

す。 

千葉 はい、医療機関も限られた中でですね、

病気やけがなどで医療機関にかかる場合は、な

るべく診療時間内に受診していただきたいと。

時間外に救急病院を安易に利用することにより

ますと、入院や救命を必要とする重症患者の治

療に支障がでる恐れがあります。本当に必要な

人が必要なときに受診できるよう、コンビニ感

覚での夜間受診を控えていただきたいというと

ころでございます。時間内に受診することは、

医師の負担を軽くするほか専門医の診断や検査

を受けることができるメリットがあります。 

塩竃 なるほど。診療時間外も大事ですが、休

日・夜間その受診についてですが当番医を利用

するこれも大事なんですね。 

千葉 そうですね、休日や夜間に具合が悪く

なった時は、両磐地域の休日当番医や小児・成

人夜間救急当番医を利用していただきたいと思

います。 

塩竃 はい、この救急当番医に関しては一関市

それから平泉町それぞれの広報にも掲載されて

いますし、またＦＭあすもの番組の中でも夜の

時間帯にお知らせもしておりますので、こちら

のほうもチェックしていただきたいと思います。

更に 5つ目、お薬手帳を持つ、これも大事なん

ですね。 

千葉 そうですね、ふだん健康で病院に行った

ことがない人はあまり縁がないものかと思いま

すけども、病院に行ってお薬をもらう時にはで

すね、処方された薬の内容や薬の効能・副作用

について記録するお薬手帳を作りましょうとい

うところでございます。 

塩竃 はい、便利な役割というのがこのお薬手
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帳にはありまして、まあ薬の重複などを避ける

ことが出来たりとか、外出先で急な事故にあっ

た時でも、ふだん服用している薬の内容が分か

るっていうことで、その薬の飲み合わせですと

かこういうところもチェックすることが出来る、

また手帳の記録を元にこれまでの体の状況って

いうところが先生がある程度理解することが出

来る、こういったメリットがあるそうです。こ

のお薬手帳ですけれども手に入れるにはどのよ

うにしたらいいですか。 

千葉 病院・医院・薬局に行った時にですね、

申し出をして頂ければ、お医者さん、それから

薬剤師さんのほうから、その名前を記録してで

すね、手帳としていただくということになると

思います。 

塩竃 これふだんから持ち歩くっていうこと

で、いざ例えば災害が起こった時などでも自分

自身のそういった病気の状況であったり、それ

から飲んでいる薬の状況っていうのがお医者さ

んに伝わるってことでよりスムーズにこういっ

た医療を受けることが出来るってことに繋がり

ますね。 

千葉 そうですね、あの災害時とかは特にです

ね、どんな薬を飲んでいたのっていうような時

には、このお薬手帳があれば一目瞭然というこ

とになると思います。 

塩竃 なるほど。あの今ご紹介したその医療を

支える行動というのは、もしかしたら、みなさ

んもどこかでこう耳にしている、例えば診療時

間内に受診するのは大事、当番医を利用するの

が大事っていう風に言われていますけども、な

ぜそれがすごく大事になってくるのか、その地

域医療を支えていく潤滑、あの上手く循環して

いくためにはとても大事な行動なんだっていう

ところを改めてみなさんにもこう知っておいて

いただきたいなっていう風に感じます。 

今日はスタジオに平泉町保健センターの千葉所

長にお越しいただきまして、平泉町で行われて

います在宅医療介護連携推進事業についてと、

私たちも出来るその医療を支えていく行動、こ

んな取り組みを始めていきましょうというお話

を伺ってきました。スタジオにお越しいただき

ました、平泉保健センターの千葉幸一所長でし

た。千葉さん、ありがとうございました。 

千葉 ありがとうございました。 
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平成 26 年度地域医療・介護連携推進事業 一関コミュニティＦＭ（ＦＭ あすも）番組 

放送日：平成 27 年３月 11 日（水）17：20～17：35（塩竃一常 GET KING!!） 

（再放送：３月 15 日（日）9：10～9：25 REFRESH!!） 

「医療と介護の窓～みんなで育てよう地域医療～」 

第1７回放送 岩手県看護協会立千厩訪問看護ステーション 藤野みどり 所長 

     （聞き手：FMあすも 塩竃一常） 

塩竃 「医療と介護の窓～みんなで育てよう地

域医療～」さて、私たちの暮らすこの一関では、

高齢化が進む中、住み慣れた地域で安心して暮

らせるよう医療から介護への切れ目ないサービ

スを目指しています。このコーナーは医療機関

や介護施設の役割、また利用の方法を医療・介

護・福祉の関係者と市民が共に理解協力するこ

とを目的に一関市健康づくり課の提供でお送り

します。

塩竃 今日の「医療と介護の窓～みんなで育て

よう地域医療～」のコーナー。スタジオには公

益社団法人岩手県看護協会立千厩訪問看護ス

テーション所長の藤野みどりさんにお越しいた

だきました。藤野さんよろしくお願いします。 

藤野 今日はよろしくお願いいたします。 

塩竃 さて、この訪問看護ステーションなんで

すけれども、市内には現在どの位の数のステー

ションがあるんでしょうか。

藤野 一関市と平泉を含めて 11 か所の訪問看

護ステーションがあります。 

塩竃 その中の１つがこの千厩訪問看護ス

テーションということですね。昨年の４月 15

日の広報いちのせき I-Style「医療と介護の窓」

のところにですね、「訪問看護ステーションを

知っていますか」と書かれていまして、市民の

方々も利用されている方というのは多分いらっ

しゃるのかなと思うんですが、どういったこと

をしているのかということをあらためて藤野さ

ん教えてください。 

藤野 健康状態の観察はもちろん、食事や排泄

のお世話、あとは寝たきりや認知症の方の介護、

あとは相談、リハビリテーション、それと最近

は終末期の看護ということで、そちらのほうに

も関わらせていただいていますし、それに関

わって痛みのケアなどを行わせていただいてい

ます。 

塩竃 さらにお医者さんの指示のもとでの医

療処置なども行う場合があるそうなんですね。 

藤野 先生から時々指示が出るんですけれど

も、ご自宅で点滴をしたり注射をしたり、あと

は血液を採ったりということも先生の指示があ

れば行わせてもらっています。 

塩竃 この「医療と介護の窓のコーナー」を

やっていますと、病院の先生にもお話を聞く機

会というのが大変多かったりするんですけれど

も、最近では、病気になって病院に行くと、そ

の治療が終わってから、今度はご自宅でそう

いった治療に関わるっていう方々って結構多い

ようなんですよね。そうなると、病院の中で行

われていた様々な医療行為というのを自宅でそ

れをやっていかなければいけないっていう場合

がありますので、そういった時のサポートをし

てくださる人がいるのは非常に心強いですよね。

藤野さんもいろいろな形でそういった患者さん

に関わっていらっしゃるというのがあると思い

ますけれども。 

藤野 私も病院で働いた経験もあるんですけ

れども、訪問看護に関わらせてもらってもう 10

年以上経つんですが、やはり、ご自宅に伺って、
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まず 30分なり１時間なり、その方に関われると

いうところが、まず良いかなと思っております。

あと自分の判断でいろいろなことを考えたりと

かできるので、それがちょっと大変だっていう

方もいらっしゃるんですけれども、その辺のと

ころでやりがいを感じています。 

塩竃 藤野さんがお勤めの千厩訪問看護ス

テーションにもあるそうなんですけれども、全

国各地の訪問看護ステーション、基本的にはそ

の看護職員として働いている方というのは、ど

ういった職種の方々になるんでしょうか。 

藤野 看護師はもちろんですし、保健師さん、

助産師さんも働いています。あとは、ステーショ

ンによっては、理学療法士さんとかリハビリ関

係の方もいらっしゃいます。 

塩竃 なるほど。その地域、地域でよくある環

境であったりとか、こういったところも配慮さ

れて、いろいろ人数だったりとか職種っていう

のも様々あるということなんですね。千厩訪問

看護ステーション、こちらでは何人体制という

形なんでしょうか。 

藤野 今、看護師が７名おります。あと事務員

が１人ということで８人体制で行っています。 

塩竃 今、全国各地でですね、病院でお仕事さ

れる看護の職員の方というのは、人数が大変少

なくなってきている話を聞きますけれども、訪

問看護にあたっている人数というのはどうなん

でしょうか。 

藤野 訪問看護ステーションもですね、世の中

の流れが、病院から在宅にという流れがある中

で、訪問看護の依頼が来た時に、やはり人が足

りないというところのステーションがほとんど

ですので。 

塩竃 なるほど。藤野さんは、もともと病院で

お仕事をされていたというお話がありましたけ

れども、これから先、病院での看護師の人数が

欲しいというのもあるでしょうし、また、訪問

看護という分野でも看護する人材確保というの

は大変な問題でもありますね。 

塩竃 さて、訪問看護、こちらを利用するとど

ういった方々が来てくださるのかというのは、

看護職員の方の職種であったりとか、それから

現在の人数などをお話を聞くことができました。

さて、では今度はですね、その訪問介護を受け

る側の方なんですけれども、どういった方々に

なるんでしょうか。 

藤野 病気だとか、あとは障害があるために自

宅での療養生活のお手伝いを必要とする方です

ね。それと終末期の方で、病院ではなくご自宅

で過ごしたいという方、あとは、訪問看護は赤

ちゃんからお年寄りまで受けられますので、か

かりつけの先生が訪問看護が必要だよというこ

とで認められた方は、在宅で訪問看護が受けら

れます。 

塩竃 この訪問看護には、どのようなサービス

があるのか、こちらも教えてください。 

藤野 訪問看護では、「医療保険での訪問看護

サービス」と「介護保険での訪問看護サービス」

というのがあります。介護保険で受けられる方

は、65歳以上の方が主なんですけれども、医療

保険に関しては、先ほど申しましたように、主

治医の先生が訪問看護指示書を出していただけ

れば、それこそ赤ちゃんからお年寄りまで受け

られるという制度になっております。 

塩竃 その療養の状況であったりとか、介護の

状況であったりとか環境など、いろいろなとこ

ろを判断して必要な看護をここで行っていくと

いうことなんですね。これは、看護サービスは、

時間とかそういうのも決まっているんですか。 

藤野 医療保険の場合は、１回のサービス時間

ということになりまして、だいたい 30 分から１

時間半位のサービスになります。介護保険の場

合は、サービスの時間によって料金が変わって

きまして、20 分未満、30 分未満、あとは 60 分

未満、それと１時間半未満というふうなことで、
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いくつかに分かれて、あと料金も変わってくる

というふうなことになっております。 

塩竃 その医療行為、医療処置を行っていただ

いたりとか、それから様々なお世話にあたって

いただくというお話が今あったんですけれども、

実際に看護を受ける方にとってもすごく頼りに

なる存在だなというふうには感じるんですけれ

ども、ご家族とかそれから一緒に看護にあたっ

ている方からすると大変心強い存在でしょうね。 

藤野 そうですね。やはり認知症の方を看てい

る方は、なかなか頭で分かっていても、その行

動でその場面がちょっと看れなかったりとか、

そういうところがあって「今日こんなことが

あったんだよ」とか「昨日こんなことがあって」

とお話を家族さんがしてくるということが結構

ありますので、私たちも気をつけて声掛けはし

てはいるんですけれども、家族さんのほうから

も、いろいろな話をされる存在になっているの

かなというふうに思っています。 

塩竃 病院で療養されている間というのは、ま

さに病気そのものに関しては、お医者さんに相

談というのがありますけれども、その治療に実

際にあたっていく中での心の不安であったりと

か、こういったところを看護師さんに相談する

場合というのは、すごく多いのかと思うんです

よね。まさに、心の拠りどころと言いますか、

そういったお仕事をされていますけれども、訪

問看護という形でご自宅にそういった方にやっ

て来ていただいてというのは、これからの時代、

本当に支えにする方というのはきっと多いで

しょうね。 

藤野 そうですね。そういう存在になれるよう

に日々努力していきたいなというふうに思って

います。 

塩竃 先ほどもお話にありましたけれども、こ

の訪問看護にあたる要員というのが、どうして

も少なくなっているということですけれども、

これから先この要員というのをどんどん増やし

ていくためにはですね、やはり、その仕事のす

ばらしさと言いますか、こういったところもみ

なさんにも感じてもらえたら良いなと思うんで

すが、訪問看護ステーションには、例えば、イ

ンターンシップとかで学生さんたちが立ち会う

ことってあるんでしょうか。 

藤野 はい。学生さんが時々いらっしゃいます。 

塩竃 そうですか。実際に仕事を目の当たりに

して感想というのは、どういうのが届きますか。 

藤野 学生さんは本当に新鮮な目でまず看て

くれて、そしてやっぱり一人一人とじっくり関

われるというところがすごく良いみたいで、だ

いたい学生さんの最後の感想としては「訪問看

護にいつか関わりたい」というふうに言われて

実習を終了する方が多いですね。 

塩竃 なるほど。こういったところから、また

やりがいというのが生まれてきたり、また、今

の藤野さんにもそのお仕事をされていて感じる

ことなど伺いましたけれども、こういった声が

いろいろな皆さんの元に届くところで、さらに

自分もそういったところに関わっていこうかな

とか、さらに、この制度を利用して家庭の中で

もこういうケアをしていくというところまで考

えていこうかなという方、どんどん増えてくる

のかなと思います。この訪問看護ステーション

なんですが、お伺いしましたら、ほとんどのス

テーションが、24 時間の連絡体制ということな

んですね。 

藤野 はい、そうですね。 

塩竃 夜間にも、電話相談とかもあるんですか。 

藤野 あります。熱が出たりとか、痰が絡んだ

りということは、24 時間関係なくありますので、

だいたいは家族さんが対応できるんですけれど

も、どうしても困った時に、やはり相談できる

先があるというところでは、その辺は安心して

いただいているのかなというふうに思っていま

す。 
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塩竃 病院で治療を受けて、それから在宅でそ

れを癒していくという流れ、これからもどんど

んどんどん広がっていくのかなというふうに思

いますけれども、その中で私たちの生活をサ

ポートしてくれる大切な存在なんだなっていう

のが今日は分かりました。 

塩竃 さて、藤野さんは、千厩訪問看護ステー

ションからお越しいただいたんですけれども、

この訪問看護を受けよう、それから利用するた

めにはどうしたら良いのかという、そのお問い

合わせなんですけれども、どなたにしたら良い

でしょうか。 

藤野 もしケアマネジャーさんが付いてい

らっしゃる方は、まずケアマネジャーさんに相

談してもらいたいなと思います。あとは、かか

りつけの先生、保健センターだとか、そういう

ところに相談していただいても良いですし、あ

とはいろいろな地域に訪問看護ステーションが

ありますので、直接そちらに電話で相談してい

ただいても良いかと思います。 

塩竃 乳幼児から高齢者まで、お医者さんが訪

問看護が必要と認めた全ての人が利用できると

いう、そういった制度があります。介護保険の

認定を受けた方はもちろんなんですが、医療保

険でも利用することができるということですか

ら、今お話がありました担当のケアマネジャー

さん、それからかかりつけのお医者さん、さら

にお近くの訪問看護ステーション、こちらの方

にもお問い合わせいただければと思います。今

日は千厩訪問看護ステーションから所長の藤野

みどりさんにお越しいただきました。藤野さん、

ありがとうございました。 

藤野 どうもありがとうございました。 

塩竃 藤野さんとお話をしていて感じるとこ

ろがあるんですけれども、今手元にですね、在

宅医療と訪問介護のあり方検討委員会が出した

「訪問看護活用ガイド」というのがあるんです

ね。その中に、訪問看護師の方の声というのが

ありまして、病院と違って訪問介護の分野では、

ご本人そして家族の希望に寄り添った看護がで

きると、大きな力になれることを魅力に感じて

訪問看護の道を選ぶ方というのがとても多いそ

うなんですよね。お話を聞いている中でやっぱ

りそういったところから、いろいろ学ばれたり

とか、それから誇りを持って仕事をされている

というのが言葉の端々から伝わってきたのが印

象的でした。この他にも訪問看護の仕事をされ

ている方は、例えば、利用されている方から逆

に優しさをいただいたと経験することもあった

り、生き方を何か教わったり、それ自体が元気

の基にも繋がっているということに気づく、そ

んな方々も多いようです。訪問看護を利用する

ことによって、在宅療養に関する心配、不安が

軽減するだけでなく、病状の悪化を防ぐ、こう

いったところにも繋がっていくのかもしれませ

んね。今日は千厩訪問看護ステーションの所長

藤野みどりさんにお話を伺いました。 

塩竃 さて、医療の体制の充実、地域医療体制

の充実のため、私たちも積極的に様々な取り組

みに関わっていきましょう。「医療と介護の窓～

みんなで育てよう地域医療～」このコーナーは

一関市健康づくり課の提供でお送りしました。 
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平成 26 年度地域医療・介護連携推進事業 一関コミュニティＦＭ（ＦＭ あすも）番組 

放送日：平成 27 年３月 25 日（水）17：20～17：35（塩竃一常 GET KING!!） 

（再放送：３月 29 日（日）9：10～9：25 REFRESH!!） 

「医療と介護の窓～みんなで育てよう地域医療～」 

第1８回放送 一関市医療と介護の連携連絡会 幹事長        

一関中央クリニック      院長   長澤 茂 先生

     （聞き手：FMあすも 塩竃一常） 

塩竃 「医療と介護の窓～みんなで育てよう地

域医療～」一関市では、高齢化が進む中、住み

慣れた地域で安心して暮らせるよう医療から介

護への切れ目ないサービスを目指しています。

このコーナーは、医療機関や介護施設の役割、

また、その利用の方法を医療・介護・福祉の関

係者とそして私たち市民が共に理解協力するこ

とを目的に一関市健康づくり課の提供でお送り

します。

塩竃 このコーナーですが、平成 25 年度の放

送開始からほぼ１年にわたってお送りしてまい

りました。昨年の２月 12日が初回の放送だった

んですが、この時にお越しいただきました一関

中央クリニックの院長、そして一関市医療と介

護の連携連絡会幹事長の長澤茂先生にお越しい

ただきました。長澤先生、よろしくお願いしま

す。 

長澤 どうぞよろしくお願いします。 

塩竃 先生にご出演していただいてから１年

が経つんですけれども、１年ぶりのご紹介とい

うことで、どうぞよろしくお願いします。 

長澤 こちらこそ、どうぞよろしく。 

塩竃 先生に一番最初にお越しいただいた時

には、この「一関市医療と介護の連携連絡会」、

一体どういった会なのかというところをご紹介

いただきました。さらには、１年間にわたって

どのような方々に登場していただくというとこ

ろまでお話を伺ったんですけれども、先生、こ

の医療、それから介護を取り巻く環境というの 

は大変厳しい中で、さらに様々な職種があると

いうのを僕も学ぶことができました。 

長澤 そうですね。やはり、医療資源という見

方からすると決してこの地方は潤沢とは言えな

いと。数字で言いますと、人口 10 万人対医師の

数が 200 というのが全国平均ですので、一関市

全体では 170～180、これを東西に分けますと東

の方は 100を割り込むという状況ですので、医

療職のみならず看護、介護職、その他諸々の方々

のお力を頂戴しないとこの連携というのは上手

くいかないと、そういうふうな状況から生まれ

た会だというふうに存じ上げております。 

塩竃 医療と介護の連携連絡会、組織されたの

は平成 23 年度ということですね。今先生にご紹

介いただきましたように、その医療と介護、連

携を深めていく、そして市民１人１人が望んで

いる医療・介護サービスの提供を目指し、いろ

いろな研修等を行っているということなんです

が、この１年間振り返りますと、先生どのよう

な研修などが行われたんでしょうか。 

長澤 様々行ってきておりますけれども、昨年

は思い起こすまま見ておりますと、認知症につ

いての講演会、あるいは口の口腔ケアと言うの

んでしょうか、飲み込み、それに付随するむせ

込み性肺炎を防ぐための口腔ケアという非常に

大事な研修会、今在宅で過ごされている方がと

ても多くなりましたので、その方々の日頃飲ん

でいる薬の管理をどうしたらいいかという在宅

の服薬、これについての勉強会、あるいは今年

の２月１日から動き出しました、その連携シー

トという、私たちは「くらしのシート」「退院シー
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ト」と呼ばさせていただいていますけれども、

これを作り上げるため医師会の先生方、あるい

はケアマネジャーさんお集まりになって、いろ

いろな角度からご審議をいただいて２月１日か

ら動くようになったと、その大事な研修会もあ

りました。それからあとは、市民フォーラムで、

救急医療についてということで県立病院の先生

方からご講演を頂戴し、それからシンポジウム

の形で地域医療を考えると、一般の方々あるい

は県立病院の応援隊等々の本当にいろいろな角

度からご意見を頂戴したシンポジウムを開かせ

ていただいたというふうに思います。 

塩竃 なるほど。具体的な取り組みで、今先生

からもお話がありましたけれども、「医療と介護

の連携マニュアル」平成 27年 2月付けで、この

医療と介護の連携連絡会の皆さんでお作りに

なったマニュアルなんですけれども、ページを

めくっていきますと、目的というのは番組でも

紹介していることなんですが、連携の大切さ、

具体的にこのように取り組んでいこうというと

ころ、それぞれの専門の皆さんの拠りどころと

言いますか、指針になるようなものが作成され

たということですね。 

長澤 そうですね。順序からいきますと、医療

機関にかかる時に、あるいは不測の事態があっ

て入院を必要とするような状況ですね、現在ま

では医療機関の場合には紹介状という形で向こ

うの医療機関の先生方へこういう状況ですとド

クターが書くものがあったんですけれども、全

ての方がそういう形では動き得ないということ、

十分そういう状況がありますので、これはご家

庭でもあるいはそういうご家庭に類似する施設

でも、この方はこういう薬を飲んで、こんなふ

うな例えばお腹が痛くて今日は来たとかですね、

あるいはお身内の方と住んでいる住所が離れて

いるような場合には、この方がその連絡先のご

長男ですよとか、そういういろいろなことを分

かりやすく医療機関に伝えると、そういうもの

が入り口に位置する「くらしのシート」という

ものであります。 

塩竃 なるほど。医療をこれから受けていく、

介護を受けていく、そういった方の基本情報と

言いますか、そういうものがここに書かれてい

るということですね。 

長澤 そうですね。 

塩竃 これまでは先生がおっしゃっていたよ

うに病院からの紹介状であったりとか、医療機

関であったりとか、かかる所でフォーマットが

まちまちだったっていうことがあるようですよ

ね。 

長澤 そうですね。大体はざっくりとは同じ様

な形ではあるんですけれども、そこは専門職か

ら専門職ですので、それぞれの連携と言います

か、という所で留まっていた。これを少し裾野

を広くして、分かりやすくして、医療職のみな

らず、その方の健康管理、あるいはご一緒に暮

らしている方々から情報を発してもらおうとい

うことでありますので、広くこのことが動くこ

とによって、医療機関でもこの方はこういう生

活、あるいは家族歴、あるいは、どこかの医療

機関の薬でお世話になっているということを、

いち早く情報を届けるというふうな目的であり

ますね。 

塩竃 なるほど。同じような例えば仕事をした

りとかですね、取り組みをする中でも、その会

社で仕事をしていてもそうなんですけども、そ

の場所その場所によって言葉の言い回しという

のが微妙に違ったりとか、同じ現象を表す言葉

でもその慣例で使われている言葉の違いという

のがありますけれども、この「くらしのシート」

をめくっていきますと、それぞれ書かれる言葉

というのも共有する１つの言葉に集約されてい

たりとか。 

長澤 はい、そうですね、できるだけ簡単に分

かりやすくということで作らせてもらったとい

うことであります。 

塩竃 医療機関それから介護機関などを受診

する際に、生活の情報であったり、介護の情報、

これまでの既往歴、こういったところを伝える
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ための「くらしのシート」、これは本当に治療を

行うスタッフにとっても重要な情報になるとい

うことですね。さらに、治療を受けた後に退院

をする、医療機関から退院するその先には、家

庭で看護していただいたりとか、それからまた

介護施設に行ったりといろいろな状況があるわ

けですけれども、そちらに連絡をするための「退

院シート」、こういったものもできあがったそう

ですね。 

長澤 そうですね。従来は、看護サマリーとい

う呼び方で、主に看護職の方々が入院中はこん

なふうでしたよ、こういうふうなことでご病気

と付き合って、薬は少し増えましたとか、ある

いは良くなりましたとかということを、同じ看

護職同士でのやりとりということが基本だった

わけですけれども、これをまた病院に全ての人

が戻るということではないので、在宅に戻る場

合もありますし、その病院からあるいはその施

設に戻るということを考えますと、もう少し分

かりやすい「くらしのシート」並みのことをプ

ロの看護職の方々から情報を発していただけな

いかということを皆さんからお知恵を頂戴した

結果、この「退院シート」というものができ上

がりました。 

塩竃 なるほど。この２つ、言わばその情報を

共有していくためのシートというのができ上

がったわけですけれども、まさに医療と介護の

連携連絡会議という言葉にぴったりのふさわし

い感じのものができ上がってきたということで

すね。これを作っていく中で、苦労されたこと

ですとか、これができ上がることによって皆さ

んからどんな声が届いていたりしていますか。 

長澤 苦労したことはあんまり無かったんで

すけれども、むしろ病院の先生方、私は特に院

長先生方とお話しをする機会があって、こうい

う事をやりたいんだけれども、あるいは必要だ

と思うんだけれどもとお話をしますと、ほとん

どすべての先生方が大賛成だと、ご賛同の声を

頂戴したということで、みんなそのことをこう

いう連携、多職種での繋がりを求めているんだ

な、あるいは必要としている先生方、今そうい

う気持ちで医療に携わっているんだなっていう

ことをとても意を強くしたということを覚えて

おります。それからもうひとつは、多職種の方々

からこれを作ったことによって、作る段階で多

職種の方々のご意見を度々頂戴しました。それ

で、これがみんなのお知恵でこういうものを

作って、これはそれで終わりではなくて、この

ことがこのシートを利用するご本人の方、ある

いはその方に寄り添っている家族あるいは施設

の方々等々、いろいろな職種の人達を含めてで

すね、一般の方々がとてもこれについてはご賛

同を頂戴して、それで事務局のお話を聞きます

と、ホームページの医療と介護のホームページ

のアクセスが、シートができ上がってからぐん

と増えたと、年間 7,000 件近くのアクセスに繋

がってきたということですので、ずいぶんと反

応、評価と言いますか、よろしいんではないか

というふうに思ってみております。 

塩竃 なるほど。先生から一番最初にもありま

したけれども、限られた医療資源、それから介

護資源の中で、それをこう効率的に動かしてい

くためのそういった情報共有という形ですね。

医療・介護関係者の皆さんそれぞれの信頼関係

を基にしてでき上がったマニュアル、さらにこ

れを市民の皆さんとまた一緒に活用していくと

いう動きが大事になるわけですね。 

長澤 そこが一番の重要なポイントだろうと

いうふうに思いますね。プロの連携、多職種の

連携のみならず、それが何の目的かというと一

般の方々がそのシートがあるために、暮らしや

すいぞと、あるいはその生活、医療そこの連携

のシームレスなと言いますか、途切れない連携

ができるぞ、この地域はということで、一般の

方々が良かったなって、そこが最大の評価に繋

がるだろうと思います。 

塩竃 １年間にわたって、この「医療と介護の

窓のコーナー」で様々な皆さんにご出演いただ

きまして、この一関市で取り組まれている医療

それから介護のそれぞれのお仕事についてお話

を伺ってきました。ラジオを聴いていらっしゃ

る皆さんもこれは専門の皆さんだけがそういう
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ふうに取り組んでいるだっていうのを傍から眺

めているだけではなくて、自分自身にこうやっ

て関わってくるものなんだってところをあらた

めて皆さんにも感じ取っていただけたらいい

なっていうふうに思います。一関市のホーム

ページ「一関市医療と介護の連携連絡会」この

ページに、今番組の中で長澤先生にご紹介いた

だきました「医療と介護の連携マニュアル」、そ

れからその医療介護に携わっている方々、それ

から私たち市民を繋いでいく「くらしのシート」

「退院シート」についても詳しくご紹介されて

いますので、ぜひご覧になっていただきたいと

思います。さて、その信頼関係を図ることを目

的に作ったこの連携マニュアルというのが今こ

こに誕生しました。これから先ですが、一関市

医療と会議の連携連絡会、どういったところを

目指していきましょうか。 

長澤 先ほども申し上げましたように、どうい

うふうにシートが役に立っていくかということ

は、それぞれ見極めていく必要があると思いま

すし、このシートは現在皆さんの英知をいただ

いて作ったんですけれども、まだパーフェク

トっていうことではないと思うんですね。です

からいろいろこれはフィードバックをしていた

だいて、少しでも使いやすいようなシートに仕

上げるということがひとつあろうかと思います。

それからもうひとつは再三出ております、医療

資源の乏しいこの地域で、どういうふうにして、

高齢者あるいは障害を持っている方々、あるい

は困っている方々の連携のために役に立つか、

そこを目的にして医療と介護の連携がどういう

ふうにもう少しこの地域に還元して、みんなの

力をお手伝いできるような形にしていくかと。

これは私見ですけれども、一関市というところ

をひとつの括りとして今までは動いておりまし

たけれども、一関市は非常に広いんですね。で

すからそこら辺が、地域地域で私のところはこ

ういう資源が潤沢だけれども、こういうところ

が少し乏しくて困っているよということを、そ

れぞれの地域の診断書みたいなものを出してい

ただいて、そこにお手伝いできるところは、医

療と介護の連携を少しずつ濃密に広げていくこ

と、それによって困っている地域のないように

というふうなことを今年は頑張ってみようかと

いうふうに考えております。 

塩竃 なるほど。この連絡会に関わっている皆

さんたちの知恵、それから私たち市民の知識そ

れから知恵、いろいろなものが集結することで

この地域の医療を支えていく、そういった流れ

になっていくということがこのコーナーから伝

わってきました。「医療と介護の窓～みんなで育

てよう地域医療～」のコーナー、これまでにご

紹介しました放送内容などは、一関市のホーム

ページ「一関市医療と介護の連携連絡会」この

ページで確認できますので、ぜひご覧になって

いただければと思います。スタジオには、一関

中央クリニックの院長、そして一関市医療と介

護の連携連絡会幹事長の長澤茂先生にお越しい

ただきました。長澤先生、どうもありがとうご

ざいました。 

長澤 お世話になりました。ありがとうござい

ます。 

塩竃 一関では高齢化が進む中、住み慣れた地

域で安心して暮らしていけるよう医療から介護

への切れ目ないサービスを目指しています。地

域医療体制の充実のため、私たちも積極的に関

わっていきましょう。「医療と介護の窓～みんな

で育てよう地域医療～」このコーナーは一関市

健康づくり課の提供でお送りしました。 
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